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　1：50, 000  地質図幅　                                                                   
　説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　        　　   ( 昭和 34 年稿 )

上  猿  払
( 旭川―第 16 号 )

　 本 図 幅 の 野 外 調 査 は 昭 和 30・31 年 の 両 年 に わ た っ て 行 な わ れ た。 白 堊 系 動 物

化石の一部については九州大学の松本達郎教授の鑑定，助言を受け，堆積岩の検

鏡については本所の角靖夫技官をわずらわした。古第三系の有孔虫化石は本所の

福田理技官，貝化石は水野篤行技官，材化石は奈良大学島倉巳三郎教授の鑑定に

よった。また新第三系の動物化石の鑑定は北海道大学の魚住悟氏，植物化石の鑑

定は同大学の棚井敏雅助教授によった。さらに火成岩類の検鏡については本所の

猪木幸男技官の協力を得た。なお西隣りの豊富図幅との隣接区域の地質について

は，北海道地下資源調査所の調査資料を参考にすることができた。

Ⅰ．地　　　形

　本図幅地域は北見山脈の北部に位置し，最南部のイソサンヌプリ山 ( 海抜 581.4m)

を最高として，大局的にみると北に向かって高度を減じていく。この地域は東部の頓
とん

別
べつ

川流域，北部の猿
さるふつ

払川流域および南西部の問
といかんべつ

寒別川流域を含み，さらに狭いながら

も北西隅の目
め な し べ つ

梨別川流域をも含んでいる。全体として山地が卓越するが，山地の縁辺

部や河川に沿って丘陵や段丘も発達している。

　白堊系や空知層群によって構成されている山地はかなりの侵蝕を受け，細粒堆積物

からなる白堊系の上部蝦夷層群は，粗粒堆積物に富む函淵層群や増幌層以下の新第三

系に較べて，地形的にはむしろ高度の低いところに分布する。この山地を開析する河

川は頓別川流域では必従谷が多く，猿払川流域では頓別川流域に較べて大局的にみる

と開析が進んでおらず，また地層が複雑な褶曲構造を呈しているので，河川の流路の

方向が一定していない。問寒別川流域東部の白堊系からなる山地はかなり急峻で，必

従谷に刻まれている。
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　増幌層以下の新第三系からなる図幅地域西部北半部の山地はかなり開析されている

が，より若い第三系が分布する南半部は大局的にみると高度を減じ，100 〜 200m の高

度を有する丘陵性山地を形成し，北半部よりも開析度が劣っている。図幅地域の北東

部では，白堊系からなる山地の外側 ( 東側 ) に，新第三系稚内層の水平層によって占め

られる高度 100m 内外の平坦な丘陵が発達している。

　蛇紋岩分布地域は比較的なだらかな山容を呈し，図幅地域中央南半部では白堊系の

山地の前縁を占め，高度を減じており，その裾には不明瞭な扇状地がみられる。

　猿払川流域・問寒別川流域および頓別川流域北部において広汎に分布する段丘に

は，少なくとも 60 〜 80m，40 〜 60m，20 〜 40m および 10m 内外の標高をもつ 4 段

のものが区別される。これらのうち，猿払川流域および頓別川流域において広大な面

積を占める段丘は，周辺の地形から推察すると，過去の入江のような地形の隆起に伴

なって形成されたものであると考えられる。この両流域にはもちろん河成段丘も存

在する。同じく問寒別川流域において広く発達している段丘は，河成のものも存在す

るが，周辺の地形からみると大部分がむしろ湖成に近いものであろう。なお猿払川流

域および頓別川流域北部の冲積地は大部分が湿地をなしていて，農耕地としてはほと

んど未開拓のまゝである。

Ⅱ．地　　　質

Ⅱ．1　概　　説

　本図幅地域は天北炭田の一部を占め，そのおもな地質系統は後期中生界空知層群・

白堊系蝦夷層群―函淵層群・古第三系宇津内層群・新第三系の宗谷 ( 夾炭 ) 層・鬼志別層・

増幌層・稚内層・声問層・勇知層および更別層，ならびに蛇紋岩類である。また北海

道における大構造単元の配列からみると，この地域の東側は神居古潭帯 14) に，西側は

石狩帯註 1) にまたがっている。神居古潭帯は，図幅地域では，その主体をなす神居古

潭変成岩類を現出せず，その帯に特徴的な蛇紋岩類の不連続な分布によって，本帯の

　註 1)　こゝにいう石狩帯とは，北海道地体構造において神居古潭帯の西側に位置する橋本亙 14) の白堊−第三系
　　　褶曲帯，または松本達郎 8) の中軸帯西亜帯にたいして与えた名称であって，内容的には両者とまったく
　　　同じである。
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存在が示されているために，西側の石狩帯との境界は劃然としていないが，後述する

ように構造上からは境界部が認められる。神居古潭帯では，その主要構成員である蛇

紋岩類・空知層群のほかに白堊系が広く分布している。石狩帯では白堊系のほかに，

新第三系が 2 個のベーズン構造をなして発達している。なお新第三系のうち稚内層が

神居古潭帯にも分布し，また古第三系が神居古潭帯のみにみられることは注目に値す

る。

　後期中生界空知層群は蛇紋岩類と密接な関連をもって分布し，主として輝緑凝灰岩

類・珪質岩から構成され，標式地における同層群上部の主夕張層の上部に相当する岩

相を呈する。

　白堊系は大局的にみて北方に沈下する一大複背斜構造を形成し，下部蝦夷層群・中

部蝦夷層群・上部蝦夷層群・函淵層群に区分される。これらの地層のうち，下部蝦夷

層群の分布はきわめて狭く，函淵層群がもっとも広く発達している。下部蝦夷層群の

全層は本地域には露出せず，砂岩・頁岩からなる地層として中央最南部だけにわずか

にみられる。中部蝦夷層群は中央南部に発達し，下部蝦夷層群との直接の関係は不明

である。本層群は全体として細粒堆積物に富むが，最上部にはほゞ佐久層の層準に相

当するような粗粒の岩相が発達する。中部蝦夷層群の最下部はおそらく宮古統上部階

に対比されると考えられる。上部蝦夷層群はおゝむね細粒堆積物から構成され，化石

に富み，大部分が浦河統全般に対比され，最上部も細粒相であるが，これはヘトナイ

統下部階に対比される。函淵層群は粗粒堆積物を主として，化石に富み，ヘトナイ統

に対比される。

　古第三系宇津内層群は海成層と，その上位にくる炭層を含む非海成層とからなり，

漸新世幌内統に対比される。宇津内層群は函淵層群上部を不整合におゝうが，両者の

構造は調和的である。しかし宇津内層群の堆積時期と函淵層群の堆積時期との間に

は，白堊紀直上地変といわれている構造運動が行なわれており，これに伴なって蛇紋

岩類が迸入している。

　新第三系については，天北炭田における曲淵層を除く全層序が認められ，最下部の

宗谷夾炭層が非海成層であるが，他の地層はすべて海成層である。新第三系は砂岩・

シルト岩・頁岩・礫岩などからなり，頁岩またはシルト岩は稚内層・声問層において

卓越し，礫岩の発達は増幌層を特徴づける。また宗谷夾炭層中には数枚の稼行炭層が
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第  1  表　   地  質  総  括  表
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挾在している。

　第四系は段丘堆積物と冲積層とに区別され，砂白金・砂クロムを賦存している。

　火成岩類には，N-S 方向の構造的弱線に沿って迸入し，帯状分布を示す蛇紋岩類

のほかに，新第三系中に貫入した脈岩類も知られている。

　白堊系と古第三系との構造的関係は前述の通りである。新第三系は白堊系，さらに

古第三系との間に構造的間隙を示し，また増幌層堆積後，稚内層堆積前には顕著な構

造的間隙が認められる。さらに構造的変形の程度が地層の新旧によって異なり，空知

層群―白堊系，宇津内層群―増幌層，稚内層―勇知層，更別層の順に変形 ( 褶曲・断

裂 ) が段階的に弱くなる。

　本図幅地域における神居古潭帯と石狩帯とは構造相を異にする。神居古潭帯におけ

る構造要素 ( 褶曲・断層 ) は一般に N-S 方向を示すが，石狩帯に発達する構造要素は

一般に NW-SE 方向をとる。さらに両帯の境界部附近では NE-SW 方向の構造要素

が卓越している。E-W 系の断層は両帯にわたってみられる。

　以上に述べた地質を総括すると第 1 表のように示される。

Ⅱ．2　後期中生界空知層群

　空知層群はおもに図幅地域の北東部および南部において蛇紋岩と相伴なって分布

し，北東部のものは北海道における同層群の分布の北限を示す。輝緑凝灰岩類を主と

する部分 (Sr1) と，整合関係をもってその上位にくる珪質岩を主とする部分 (Sr2-Sr3

および Sr2′) とに区分される。

　Sr1 においては輝緑凝灰岩類と珪質岩とが厚く互層する。輝緑凝灰岩類は輝緑岩お

よび同質の火山砕屑岩からなる。輝緑岩は一般に熔岩状または岩床状に分布し，暗緑

色を呈し，塊状，緻密かつ堅硬である。鏡下では完晶質で輝緑岩構造を示し，斜長

石・普通輝石を主とし，緑簾石・緑泥石・チタン鉄鉱・曹長石・黝簾石などがみられ

る。輝緑凝灰岩類と互層する頁岩は黒色を呈し，一般に多少珪質，ときには明らかに

珪質となる。この頁岩にはしばしば葉理が発達し，また砂岩の薄層と細かい互層をな

す部分もみられる。なお砂岩は比較的厚い層をなして介在することもあって，このも

のは中〜細粒，堅硬で，しばしば珪質となる。また厚さ 5m 以下の暗灰色チャートが

若干挾まれている。なお南部の宇津内川上流流域では，露出する限りでは 300m 内外
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の厚さを示し，3 枚の輝緑凝灰岩類と 4 枚の頁岩を主とする地層とが厚層をもって互

層し，走向は N10 〜 30°E 内外，傾斜は東または西へ 80°内外である。

　Sr2―Sr3 は珪質の砂岩や頁岩，チャートからなる。比較的広く分布する北部のサマ

キシリ山附近では一般に西へ 50 〜 80°内外傾斜し，砂岩を主とする部分 (Sr2) と，整

合的にその上位にくる頁岩を主とする部分 (Sr3) とに区別される。砂岩は中粒〜細粒，

堅硬で，しばしば珪質を帯び，一般に灰白色・灰色・青灰色を呈し，ときには緑色を

帯びることがある。珪質となっているものには放散虫化石が含まれている。砂岩は一

般に無層理であるが，ときには厚さ 0.3m 以下の頁岩を処々に挾んで層理を示す。

Sr2 の下部では砂岩は部分的に粗粒ないし礫質となり，また炭質物微片を含むことが

ある。なお Sr3 に砂岩が介在するのは主としてその上部においてであって厚さは一般

に 3m 以下である。頁岩には Sr1 の場合と同じものがあるが，明らかに珪質となっ

ているものは緑色を帯びることがある。しかし Sr3 の頁岩は下位の地層 (Sr1，Sr2) の

頁岩に較べて多少軟かくて，下部−中部蝦夷層群の頁岩に似るものが多く，さらに

0.1m 内外の酸性凝灰岩がまれに介在し，また石灰質団塊がまれに含まれる。なお帯

青灰色のチャートが Sr2 に挾在する。Sr2 の厚さは 200m 内外と推定され，Sr3 の

厚さは上限が不明であり，かつ露出状況がよくないので詳細はわからないが，少なく

とも 400m に達するであろう。

　Sr2′ としたものはチャートを主とし砂岩および頁岩 ( いずれも珪質を帯びることが

ある ) を伴ない，図幅地域南縁部のみに分布する。

　なお Sr の記号をもって図示した層準不明の空知層群は，問寒別川上流において蛇

紋岩体中に捕獲岩として露出し，帯緑色の珪質細粒砂岩からなる。

　本図幅地域の空知層群のうち，Sr1 は標式的発達地における主夕張層のうちの芦別

川輝緑凝灰岩・チャート・硬砂岩の互層に，Sr2 および Sr2′ は奈江川チャート層に，

Sr3 は奈江川珪質頁岩層にほゞ相当するであろう。

Ⅱ．3　白　堊　系

　白堊系は図幅地域の東部・中央部に南北方向をもって広大な面積を占め，さらに中

央部より北西方向にも帯状をなして分布する。下位から下部蝦夷層群・中部蝦夷層群・

上部蝦夷層群・函淵層群に区分される。中部蝦夷・上部蝦夷両層群はそれぞれ主部と



第 1図　図幅地域における白堊系の層序総括図
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第 2 図　白堊系分布地域 ( 無地の部分 ) の区分

最上部とに 2 分される。上記の 4 層群のうち，中部蝦夷層群から函淵層群にいたる地

層の層序の概略を第 1 図に示す。

　なお中部蝦夷層群より函淵層群にいたる地層は，種々の層準において水平方向に岩

相変化を示す。記載のために，地層の分布状態および岩相の水平的変化を考慮して，

白堊系の分布地域を次のように区分する ( 第 2 図 )。

“ 東 地 区 ”：北側―オサツナイ川・ヤスベツ川の各上流流域

中央―ニタチナイ川上流流域

南側―茂宇津内川・宇津内川各流域の大部分

“ 中央地区 ”：中央―猿払川中流〜上流流域

南側―茂宇津内川・宇津内川・14 線沢 ( 問寒別川の支流 ) の各最上

流流域

“ 西 地 区 ”：北側―猿払川下流流域

中央―石炭別川下流・朱利別川流域
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南側―問寒別川上流・14 線沢上流流域

“ 最西地区 ”：石炭別川上流流域

Ⅱ．3．1　下部蝦夷層群

　図幅地域中央最南部に点在し，空知層群との直接の関係は明らかでない。上限は不

明であって，少なくとも 700 〜 800m の厚さを有する。下部 (L1) は主として暗灰色

〜灰色中粒砂岩からなる。上部 (L2) はおもに葉理の発達した暗灰色の頁岩から構成

され，少量の中粒砂岩を伴ない，また石灰質団塊・白色凝灰岩をまれに含む。地層は

一般に NNW-SSE の走向をとり，中角度ないし高角度をもって東方へ傾斜する。

　なおこゝに述べた地層が下部蝦夷層群に相当するということにたいしては，なんら

の積極的な証拠はない。しかし岩相・見掛上の層序的位置，さらに南隣りの敏音知図

幅地域 19) における状況から判断して，この地層をこゝでは一応下部蝦夷層群に相当す

るものとしておく。

Ⅱ．3．2　中部蝦夷層群

　中部蝦夷層群は図幅地域の中央南部において蛇紋岩体の周辺に発達している。下部

蝦夷層群との直接の関係は不明であるが，少なくとも 1,800m の厚さを有する整合一

連の地層である。下位から，M1，M2，M3，M4，M5，M6，M7，M8 および M9 の 9 層

に区分され，各層間の岩質変化は一般に緩慢であるが，比較的急激な場合もある。

　主部 (M1―M6) は少なくとも 1,200m の厚さを有し，泥質堆積物を主とするが，

その下部の方には比較的厚い砂岩層を若干伴ない，また凝灰質岩が種々の層準に挾在

する。石灰質団塊はきわめてまれに含まれているにすぎず，大型動物化石も若干の層

準を除いては発見されていない。

　最上部 (M7―M9) は粗粒堆積物に富む地層で，問寒別川の支流 14 線沢上流において

標式的に露出している。この地層を豊
ほうしん

神層註 2) となづける。全層厚は 600m 内外で，

下部 (M7)，中部 (M8) および上部 (M9) に 3 分される。下部・上部はいずれも主として

灰青緑色・青灰色，中粒〜粗粒砂岩から構成され，礫岩を伴ない，中部は砂質泥岩お

よび砂岩泥岩細互層からなる。標式地における本層下部・上部の砂岩はおもに石質砂

　註 2)　豊神層群 7）という名称が，すでにこの地域の上部蝦夷層群より下位の地層のうち，下部のものに対して与
　　　　えられている。しかしその定義はきわめて不充分であるので，こゝでは M7-M9 の地層名に用いる。
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岩 ( 石質グレイワッケ ) で，上部の砂岩には火山岩 ( 安山岩質 ) 粒が多量に含まれる。ま

た礫岩には流紋岩礫が多く，下部に挾在する礫岩には同時侵蝕に由来したと考えられ

た石灰質団塊の礫が少なくない。現在のところ対比に有効な化石を産出していない

が，佐久層とほゞ同じ層準の地層と考えられる。

　本層群の砂岩 * は一般に石質砂岩〜泥質石質砂岩 ( 一般に石質グレイワッケ，一部亜

グレイワッケ )・泥質亜石質砂岩 ( 長石質グレイワッケ〜アルコーズ ) で，さらに長石質

砂岩〜泥質長石質砂岩 ( 長石質グレイワッケ ) もある。構成分の石英は一般に変成岩源

であり，火山岩 ( 安山岩質 ) 粒は豊神層の砂岩中に多量に含まれている。なお本層群主

部を構成する泥質岩はしばしば頁岩になっている。

　M1　下限は不明であるが，少なくとも 300m 内外の厚さを有する。露出している

部分の下部は灰色〜暗灰色の細粒〜中粒砂岩と暗灰色泥岩との互層である。この互層

はむしろ砂岩を優勢とし，各単層の厚さは 0.1 〜 0.3m 内外であるが，細互層 ( 各単

層の厚さが 0.1m 内外 ) の部分もみられる。主部は暗灰色泥岩・砂質泥岩から構成さ

れ，砂岩の葉層が発達し，暗灰色の極細粒砂岩の薄層を少量挾んでいる部分を伴な

い，最上部は砂質泥岩となる。主部における砂岩は，鏡下では多量の石英 ( 変成岩源 )，

少量の斜長石 ( 深成岩源で中性のもの ) からなり，火山岩粒がまれであり，さらに少量

の黒雲母・白雲母のほかに重鉱物 ( 柘榴石・ジルコン・紅柱石 ) をまれに含む。このも

のは石質砂岩 ( 亜グレイワッケ ) である。

　本層の泥岩は一般に頁岩質で，しばしば頁岩になっている。石灰質団塊の含有はま

 * 本稿中における砂岩型の分類は藤井浩二 (1958)13) の分類 ( 第 3 図参照 ) に基づき，

さ ら に 便 宜 的 に こ の 分 類 に 対 応 さ せ た F.  J.  PETTJOHN (1956，Sedimentary

Rocks, 2nd Edition) の分類をも括弧内に附

記する。こゝに泥質砂岩としたものは基質

が 25 〜 50%である ( 藤井浩二，1955，1958)。

なお砂岩の岩石学的記述においては，すべ

て砂岩の構成分としての重鉱物を取り扱わ

な い が， こ れ つ い て は 今 後 の 研 究 に ゆ ず

りたい。また砂岩の構成分としての石英の

うち，変成岩源としたものはホルンフェル

スや片岩類ではなくて，片麻岩類に由来し

たものと予想される。                                              第　 3　 図
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れであって，化石も団塊中からわずかにみいだされるにすぎない註 3)。

　産出化石 (* 印は松本達郎教授鑑定 )

下部 ： Desmoceras  (s .  l .  )  sp .  

Stol iczkaia  sp .*  

Hamites  (?  )  sp.  

Inoceramus  (  ?  )  sp.  

Crinoid s tem 

上部： Anagaudryceras (?)  sacya  (FORBES) * 

　M2　砂岩を主体とする厚さ 60 〜 100m 内外の地層である。砂岩は大局的にみると

下位から上位に向かって粒度を減じ，かつ泥質岩薄層を挾むようになる。下部の砂岩

は一般に暗青緑色〜青灰色を呈し，無層理，粗粒〜中粒である。上部を構成する砂岩

は主として灰色細粒で，厚さ 0.3 〜 1m ごとに層理を示す。最上部は一般に青灰色

〜灰色細粒砂岩と暗灰色泥岩との細互層からなる。

　本層の砂岩には肉眼的に黒雲母が多量にみられるものがあり，またしばしば多量の

炭質物微片が含まれている。砂岩は鏡下では石英 ( 変成岩源のものが認められる )・斜

長石を主とし，前者が優勢の場合と後者が優勢の場合 ( このものではカリ長石もみら

れる ) とがあり，黒雲母・火山岩粒 ( 安山岩質 ) は量的にはかなり少量である。要する

に本層の砂岩には，石質砂岩〜泥質石質砂岩 ( 石質グレイワッケ ) と長石質砂岩〜泥質

長石質砂岩 ( 長石質グレイワッケ ) との 2 つの型がある。

　なお厚さ 5cm 内外の白色凝灰質岩が少量介在する。

　M3　厚さ 100m 内外の暗灰色砂質泥岩からなり，下部には葉理がよく発達する。

泥質岩は頁岩質になっている。青灰色〜灰色砂岩の薄層がわずかに含有され，これら

の砂岩はしばしば厚さ 2 〜 3m 内外にわたって泥岩と細かく互層する場合がある。白

色凝灰質岩がひんぱんに挾在し，厚さは一般に 5 〜 30cm 内外であるが，ときには約

3m に及ぶこともある。石灰質団塊はまれに含まれているにすぎない。

　M4　厚さ約 100m。おもに砂岩から構成される。砂岩は青灰色〜暗灰色を呈し，細

粒〜中粒であって，厚さ 0.3 〜 1m 内外ごとに層理を示し，ときには厚さ 0.1 〜 0.3m

　註 3)　下部から産出した化石は転石の団塊中に含まれていたものである。この団塊は採取された場所附近の露頭
　　　    から由来したとみなすことができる。これについては「対比および堆積層」の項目のところで詳しく述べる。
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内外の泥岩を挾むことがある。砂岩は鏡下において石英 ( 変成岩源のものが認められ

る )・斜長石・堆積岩粒 ( チャート ) から構成され，変質粘土質岩粒 ( 火山岩に由来する

と思われる ) が少なくなく，泥質石質砂岩 ( 石質グレイワッケ ) にあたる。最下部・最上

部では泥岩をひんぱんに挾んで細互層をなしている。

　凝灰質岩が少量挾在し，厚さは一般に 5 〜 10cm 内外であるが，ときには 2m 内外

に達することがある。凝灰質砂岩を検鏡すると，このものはほとんど火山結晶・凝灰

質物からなり，斜長石 ( 主として中性長石 ) のほかに石英・黒雲母・鉄鉱がみられ，石

英安山岩質である註 4)。

　M5　厚さ約 250m。暗灰色泥岩・砂質泥岩から構成され，これは一般に頁岩質で，

さらにしばしば頁岩になる部分もある。下部には砂岩の葉層がきわめてよく発達す

る。中部約 50m は無層理の細砂質シルト岩 ( 頁岩質 ) によって占められることもある。

灰色細粒砂岩がまれに介在し，2m 内外の厚さに達することがある。厚さ 1 〜 5cm の

凝灰質岩がわずかに認められるが，むしろ下部に発達し，厚さ 2m 近くのものも存在

する。

　M6　厚さは約 450m であって，泥岩を主とする。M5 と似た岩相を示すが，下限

には厚さ約 20m の砂岩が認められ，これによって M5 とは層位的に区別される。こ

の砂岩は暗灰色，細粒であり，厚さ 0.1m 内外ごとに層理を示す。

　主部は一般に黒灰色〜暗灰色，きわめて均質，細粒の硬い頁岩質泥岩から構成され

る。しかし葉理を顕著に示す砂質泥岩となる部分も若干みられ，この泥岩はしばしば

頁岩になっている。本層では図幅地域の白堊系のうち硬い頁岩がもっとも発達してい

る。下部は主部に較べてむしろ粗く，とくに本層の下限を占める砂岩に近い部分では

砂岩の葉層が顕著に発達する。最上部も主部に較べていくぶん粗く，砂質頁岩になる。

　砂岩の薄層が下部に若干含有されるが，上部ではまれに介在し，最上部になるとふ

たゝび少量挾まれてくる。これらの厚さは一般に 0.1 〜 0.3m であるが，下部では 5

m ぐらいの厚さをもつものも挾在する。これらの砂岩は一般に青灰色・灰色・灰白色

を示し，中粒〜細粒である。下限を占め，または下部に挾在する砂岩は肉眼的には黒

雲母の結晶が少なからず認められ，鏡下においては斜長石を主とし，少量の石英・黒

雲母を含み，泥質長石質砂岩 ( 長石質グレイワッケ ) に属する。上部・最上部に含まれ

　註 4)　凝灰岩は，それに対応する熔岩流が分布していないので，火山岩に対応させることがむづかしい。後述の
　　　　場合と同樣に，こゝでは強いて火山岩に対応させることにする。
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る砂岩は鏡下において主要構成分の石英 ( 変成岩源のものが認められる )・斜長石のほ

かに，堆積岩粒 ( チャートおよびスレートらしいもの ) および火山岩粒 ( 安山岩質 ) から

なる。なお石英が斜長石よりも優勢な場合があり，また岩粒では堆積岩粒が多いこと

もあれば火山岩粒が多いこともある。これらの砂岩は泥質石質砂岩〜泥質亜石質砂岩

( 石質グレイワッケ〜アルコーズ ) にあたる。このように本層の砂岩は下半部と上半部

とで型を異にする。

　凝灰質岩は下半部においてひんぱんに発達し，厚さ 2 〜 8m の凝灰岩が少なくとも

3 層挾在し，さらに厚さ 10cm 内外の凝灰岩・凝灰質砂岩が多数含まれている。凝灰

質岩は上半部では少量しかみられない。これらは一般に白色，ときに淡緑色を呈す

る。結晶質凝灰岩は鏡下では多量の斜長石 ( 中性長石のほかに灰曹長石 )・石英のほか

に，少量の鉄鉱・火山岩粒からなり，さらに黒雲母がみられ，基質は火山ガラスであ

って，石英安山岩質である。また安山岩質の凝灰質砂岩ないし結晶質凝灰岩も存在す

る。このものは鏡下では多量の斜長石 ( 中性長石 ) のほかに少量の鉄鉱・火山岩粒 ( 中

性の安山岩質 ) も含まれている。

　石灰質団塊は下部に含有されていて，大型になることもある。

　M7　中部蝦夷層群のうち，粗粒相がもっとも厚く発達する地層で，砂岩を主体とし

て礫岩を伴なう。約 300m の厚さを有し，大局的にみると下部は中部―上部よりも粗

粒である。

　下部は無層理の粗粒〜中粒砂岩から構成され，礫岩を 2，3 の層準に伴なう。砂岩は

一般に灰青緑色を呈する。礫岩は 3m 内外の厚さで，主として径 1.5 〜 5cm の亜円

礫〜円礫からなり，淘汰が良好でなく，また径 0.5 〜 1cm の礫から構成される細礫礫

岩の場合もあり，さらに礫が砂岩中に散在することもある。これらの礫の種類には流

紋岩が多く，ほかに古期岩層から由来したチャート・砂岩・粘板岩もあり，さらに白

堊系から由来したと考えられる ( 同時侵蝕に由来したと考えられる ) 石灰質団塊も少な

くない。砂岩にはしばしば炭質物微片が多量に含まれている。

　中部―上部は無層理の中粒砂岩から構成され，ときには厚さ 0.1m 内外の泥岩を

挾んで厚さ 0.3m 内外ごとに成層する場合がある。砂岩は主として灰色・暗灰色を呈

するが，しかし青灰色・灰青緑色を呈することもある。なお厚さ 3m 以下の砂岩泥岩

細互層が少なくとも 2，3 の層準に挾有されている。中部には炭化木が含まれているこ
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ともある。

　本層の砂岩は鏡下では多量の石英 ( 一般に変成岩源 )・斜長石，少量の火山岩粒 ( 安

山岩質 )・堆積岩粒 ( チャートおよびスレートらしいもの ) から構成される。泥質亜石

質砂岩〜泥質石質砂岩 ( 長石質グレイワッケ〜石質グレイワッケ ) にあたる。

　凝灰質岩は厚さ約 0.3m のものが，上記の砂岩泥岩細互層の部分に，少なくとも 1

層みいだされたにすぎない。

　M8　厚さは 150m 内外であって，下部から上部に向かって細粒になる。下部−中

部は葉理が顕著に発達した暗灰色の砂質泥岩を主とするが，下部には厚さ 0.1m 内外

の砂岩薄層をひんぱんに挾んで細互層を呈する部分も少なくない。中部においても場

所によって砂岩に富む砂岩泥岩互層 ( 各単層は厚さ 0.3 〜 1m) が認められる。上部は

頁岩質の砂質泥岩からなる。上部には砂岩の薄層が少なくなく，これらは中粒〜細粒

であり，厚さは一般に 0.1m 以下であるが，ときには約 lm のこともある。砂岩は

鏡下では主として石英 ( 深成岩源 )・斜長石・火山岩粒 ( 安山岩質 ) から構成され，黒雲

母がわずかにみられ，さらに堆積岩粒 ( チャートおよびスレートらしいもの ) をかなり

含んでいる場合もある。これらは泥質石質砂岩〜石質砂岩 ( 石質グレイワッケ ) にあた

る。

　凝灰質岩は 1 〜 10cm のものがまれに介在するにすぎない。石灰質団塊もわずかで

あるが，むしろ下部の方により多い。団塊には植物化石の破片が少量含まれているこ

とがある。

　M9　M7 と同じく砂岩を主とし礫岩を伴なう地層である。下部から上部に向かって

層理が次第に発達し，また泥岩の薄層を挾むようになる。砂岩は下部から上部に向か

って粒度を減じ，また色が灰青緑色〜青灰色から灰色に移る。

　下限には厚さ 3m 内外の礫岩が普遍的に発達する。この礫岩は淘汰がよくなく，亜

円礫〜円礫が密集していることもあれば，また散在している場合もあり，基質は一般

に青灰色〜緑灰色の粗粒〜極粗粒砂岩である。礫の大きさには一般に径 3 〜 5cm のも

のから，それ以下の小さいものまであり，また 10cm 内外のものもみられる。この礫

岩は保存不良の二枚貝 ( それらのなかには Ostrea らしいものがある ) の破片を含み，

その量が場所によってはかなり多量のこともある。なお礫岩を構成する礫の種類につ

いては後で述べる。
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　下部 ( 厚さ 60m 内外 ) は無層理，または厚さ 0.3 〜 1m おきに成層する中粒〜粗

粒砂岩からなり，部分的には極粗粒のこともある。さらに炭質物微片の葉層を多量に

含む泥岩の薄層を挾み，または多量の泥岩の偽礫を含むこともある。砂岩は一般に灰

青緑色または青灰色を呈し，しばしば多量の炭質物微片を含有することがある。

　中部 ( 厚さ 50m 内外 ) は主として無層理の，または厚さ 0.3 〜 1m おきに成層す

る中粒 ( 部分的に粗粒 ) 砂岩から構成される。またその上部では泥岩の薄層 ( 厚さ 0.1

m 内外 ) あるいは葉層を挾んで，厚さ 0.1 〜 0.3m おきに層理を示す場合もある。砂

岩は一般に灰色を呈し，しばしば多量の炭質物微片を含んでいる。

　上部 ( 厚さ 40m 内外 ) は灰色の砂岩と泥岩との細互層 ( 厚さ 0.1 〜 0.2m おきに

層理を示す ) であって，砂岩の単層は厚さ 0.3m に達することがあり，泥岩には葉理

が発達する。石灰質団塊をまれに含有する。宇津内川上流流域では，場所によって上

部全体がシルト岩〜細砂質シルト岩となっている。この地層は局地的に発達するもの

で，これには乱れた成層状態がみられ，若干の砂岩の大小のブロックが成層面に斜交

して含まれ，また礫が散在し，あるいは礫が諸所に密集して礫岩の小レンズをつくる

部分がある。しかし，礫の含有は大局的にみると下位の方に向かって密になり，この

地層の下部では明らかに礫岩になっている部分もみられる。この礫岩は淘汰が不良で

あり，亜円礫〜円礫から構成される。礫の大きさは一般に 1.5 〜 3cm であるが，10

cm 余りに及ぶこともある。礫の種類には流紋岩が優勢で，このものには大きいもの

が多く，安山岩も少なくなく，そのほかに砂岩・チャート・粘板岩・頁岩，さらに石

英玢岩などがある。

　岩相の水平的変化　本層の岩相は水平的変化を示している。“中央地区”南側のう

ち，背斜東翼では下部は露出しないが，中部―上部は無層理，または層理がわずかに

認められ，かつ淘汰が不良である。なお中部の砂岩中には泥岩の偽礫が含まれ，上部

はシルト質岩に礫岩を伴ない，かつ処々に異常堆積を示す。その西方，すなわち背斜

西翼では，前記の区域の地層に較べて層理がかなり発達し，かつ淘汰がよりよくな

る。中部では泥岩の量が増し，薄層としてひんぱんに挾まれ，上部は砂岩泥岩細互層

からなる。これらの区域の砂岩は鏡下において一般に火山岩粒 ( 安山岩質 ) が多量で，

石英 ( 変成岩源 ) も少なくないが，斜長石に乏しく，黒雲母をまれに含み，石質砂岩〜

泥質石質砂岩 ( 石質グレイワッケ ) にあたる。また下限および層間の礫岩の礫種には，
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チャート・砂岩・頁岩のほかに流紋岩・安山岩が少なくなく，さらに石英玢岩も若干

みられる。

　“西地区”南側のうち，東方，すなわち前記の背斜の西側に位置する向斜の西翼で

は，地層は前述の背斜西翼のものに似るが，中部の砂岩は前述の 2 区域のものに較べ

てより均質，かつ細粒になる。砂岩の性状は肉眼的にも，また鏡下においても前記の

2 地区の砂岩に類似している。さらに礫岩の礫種，それらの優勢度は前述の区域の場

合と同じである。

　“西地区”南側の西方では，砂岩・礫岩の性状は他の区域のものとかなり異なる。

すなわち砂岩は淘汰が良好で，層理も発達しているが，炭質物微片がかなり含まれて

いることがある。また砂岩は肉眼的に黒雲母が多量に認められ，鏡下では石英 ( 変成

岩源 )・斜長石に富み，少量の黒雲母 ( 前述の 2 地区の場合に較べてはるかに多い ) を

含むが，火山岩粒はほとんど含まれていないようである。泥質亜石質砂岩 ( アルコー

ズ ) および泥質長石質砂岩 ( 長石質グレイワッケ ) に相当する。さらに下限を占める礫

岩の礫種には，古期岩層から由来したチャート・砂岩が多く，そのほかにホルンフェ

ルス・珪岩・輝緑凝灰岩などがあり，また流紋岩のような火山岩がまれにみられ，な

お石灰岩が少なからず認められることが特徴的である。さらに下位の白堊系から由来

したと思われる砂岩・泥岩・石灰質団塊の礫も多量で，これらには大きいものが多

い。礫の大きさは，この区域や“中央地区 ” では“西地区”南側の東方の場合に較べ

て，より大きいものが優勢である。

　このように，堆積物の性質が“中央地区”，“西地区”東方と“西地区”西方とでか

なり異なっている。砂岩の構成分，礫岩の礫種が著しく異なるほかに，堆積物の淘汰，

層理の発達程度，炭質物の含有状態も異なっている。すなわち砂岩は前者の 2 地区で

は石質であるが，後者の地区では亜石質〜長石質であり，また砂岩の構成分 ( たとえ

ば火山岩粒・黒雲母 ) の量比が異なっている。礫種についてみると，東方では火山岩

が，西方では堆積岩が優勢である註 5)。

　註 5)　以上に述べたことから，“中央地区”南側の堆積物と“西地区”南側西方のそれとは異なった方向にある
　　　供給源に，すなわち前者は東方のものに，後者は西方のものに由来すると考えられる。さらに“中央地
　　　区”・“西地区”東方については，堆積物の淘汰度・層理の発達程度が東から西に向かって増し，かつ細
　　　粒になる。したがって“西地区”の東方の地層がもっとも沖合部の岩相を示していると考えられる。
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Ⅱ．3．3　上部蝦夷層群

　上部蝦夷層群は，比較的急激な岩相変化をもって整合的に中部蝦夷層群につゞく整

合一連の地層であり，1,400m 内外の厚さを有する。下位から U1，U2，U3，U4，U5，

U6，U7( および U7′) の 7 層に区分され，各層間の岩質変化は一般に緩慢である。

　主部 (U1―U5) は厚さ 1,000m 内外の比較的単調均質な細粒堆積物からなり，凝

灰質岩を種々の層準に挾む。石灰質団塊およびアンモナイト・イノセラムスの化石が

豊富に含まれる。主部のうち，下部は図幅地域南部 ( 宇津内川流域・茂宇津内川流域 )

に，上部は北西部 ( 二股沢流域 ) に標式的に発達する。

　最上部 (U6―U7 および U7′) は主部と同様の地層であるが，いくぶん粗粒となり，

石灰質団塊がしばしば大型になる。最上部の厚さは約 400m である。

　本層群の泥質岩には，頁岩となっている部分のほとんど認められない点が，中部蝦

夷層群の場合と異なる。砂岩は鏡下において石英 ( 変成岩源のものが多い ) がもっとも

多量で，斜長石がこれに次ぎ，火山岩粒は少量である。一般に泥質石質砂岩〜泥質亜

石質砂岩 ( 石質グレイワッケ〜長石質グレイワッケ・アルコーズ ) に属する。本層群各

層の産出化石は第 2 表に示される。

　U1　厚さ約 200m の暗灰色泥岩からなる。下部−中部では泥岩がきわめて均質細

粒，一般に頁岩質であって，イノセラムスの化石がきわめてまれに産出する。上部は

下部―中部よりもいくぶん粗く，砂質泥岩となる。凝灰質岩は上部においてわずかに

介在し，厚さは一般に 5cm 内外であるが，ときには 1m に及ぶこともある。石灰質

団塊は本層全体にわたってまれに含まれているにすぎない。団塊には径 0.5m 以上の

大型のものもある。

　U2　厚さ 100m 内外。砂岩の葉層が発達した暗灰色の泥岩を主とし，泥岩は一般

に頁岩質となる。厚さ 0.1 〜 0.3m の灰色・灰白色，細粒〜中粒の砂岩薄層が少なく

なく，このため下部には泥岩と細互層をなす部分も認められる。U1 の上位にくる厚

さ 5m 内外の砂岩泥岩細互層をもって本層の下限とする。本層の砂岩は鏡下において

石英 ( 一般に変成岩源 ) に富み，少量の斜長石・堆積岩粒 ( 主としてチャートのほかに少

量のスレートらしいもの ) からなり，泥質亜石質砂岩 ( 長石質グレイワッケ ) にあたる。

　白色の凝灰岩および凝灰質砂岩が少量挾在し，厚さは 0.1 〜 0.3m 内外である。石
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灰質団塊は全体として少ないが，場所によっては球形に近いものが比較的多量に含ま

れていることもある。団塊には植物化石の破片がわずかにみられる。

　化石は団塊よりもむしろ泥岩から産出し，アンモナイトよりもイノセラムスの方が

はるかに優勢である。とくに Inoceramus uwajimensis  の化石が泥岩中に密集した化

石層の認められることが特徴的であり，これが全域にわたってよく追跡される。

　本層は“中央地区”南側だけに分布するが，図幅地域附近の状況をも考慮すると，

水平方向に岩相変化を示す。“中央地区”南側の東方 ( 背斜の西翼 ) では西方 ( 前記の背

斜の西側にくる向斜の西翼 ) に較べて，砂岩泥岩細互層がより発達し，また葉理砂質

泥岩もより優勢である。“最西地区”( 西隣の豊富図幅地域東縁部をも含む ) では砂質

泥岩・泥岩が卓越し，とくに上部においてこのような状況が認められる。要するに本

層は西方ほど細粒になる。

　U3　暗灰色の泥岩からなり，300m 内外の厚さを有する。下部の泥岩はきわめて均

質細粒で，むしろ黒灰色を呈するが，上部はいくぶん粗くなって，砂質泥岩の部分を

伴なうようになる。泥質岩は一般に頁岩質である。

　凝灰質岩は全体としてわずかであるが，しかし下部ではいくぶん発達がよい。すな

わち厚さは一般に 3 〜 20cm であるが，下部では厚さ 3m 内外のものが認められる。

石灰質団塊に乏しく，化石も全体として少量産出するにすぎないが，最上部では局部

的に少なからず含まれるところがある。化石ではイノセラムスの方がアンモナイトよ

りも優勢である。なお下部と上部とでは化石群の要素，とくにイノセラムスの内容が

異なっている。

　U4　厚さは 100m 内外で，おもに砂岩の葉層の発達した暗灰色泥岩からなる。灰

色・灰白色，細粒〜中粒砂岩の薄層がひんぱんに挾在し，この傾向はとくに下部に著

しく，そのために下部は砂岩泥岩細互層となっている。細互層を構成する砂岩は鏡下

において石英 ( 変成岩源 ) に富み，斜長石・堆積岩粒 ( チャートおよびスレートらしい

もの )・火山岩粒 ( 安山岩質らしい ) を少量含む。泥質石質砂岩 ( 石質グレイワッケ ) に

属する。

　白色凝灰岩がひんぱんに発達し，厚さは一般に 5 〜 30cm であるが，しばしば 1 〜 4

m に及ぶ。それらのうちガラス質凝灰岩は鏡下において多量の石英・斜長石 ( 中性長

石ないし灰曹長石 ) のほかに，紫蘇輝石などの結晶をまれに含み，基質は火山ガラス
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からなる。このものは石英安山岩質である。凝灰質砂岩および凝灰質泥岩も存在す

る。石灰質団塊の含有は少なくなく，形態はあまり扁平でない。化石の産出は少なく

なく，団塊からも母岩からも同じくらいに産出し，アンモナイトとイノセラムスとは

同じくらいに優勢である。アンモナイトでは Anapachydiscus が少なくない。

　なお問寒別川流域では，本層の基底部に厚さ約 1m の斜交葉理の発達した石灰質粗

粒〜中粒砂岩がある。この砂岩は青灰色〜白色，ときには灰色を帯び，部分的に極粗

粒ないし細礫質となり，泥岩の偽礫を含み，Ostrea  の化石を多量に含み，さらに砕屑

性石灰岩ともいうべき部分もみられる。

　本層には岩相の水平的変化が認められる。“東地区”・“中央地区”には分布しない

が，“西地区”南側では Ostrea  を含む基底部の砂岩の上にくる厚さ 5 〜 6m の中粒

〜粗粒砂岩を経て，砂岩泥岩細互層がくる。しかし“最西地区”ではこのような砂岩

が欠除している。この地区の東方では砂岩泥岩細互層に始まり，化石ではアンモナイ

トがイノセラムスよりも優勢であるが，酉方では砂岩泥岩細互層がほとんど消滅する

とともに，アンモナイトよりもイノセラムスの方が優勢となる。要するに本層の堆積

物は西方ほど，より細粒になる。

　U5　厚さ 300m 内外。下部および上部は暗灰色の砂質泥岩を主とし，この泥質岩

は一般に頁岩質である。これに反して中部はおもにきわめて均質，細粒の黒灰色泥岩

( 一般に頁岩質 ) からなり，帯緑白色中粒〜細粒砂岩の薄層 ( 厚さ 0.1 〜 0.3m) が若干

介在している。帯緑色〜白色の凝灰岩が全体にわたって存在し，とくに上部近くにお

いて 0.3 〜 1m おきにひんぱんに発達している。凝灰岩の厚さは 0.1 〜 0.3m 内外，

ときに 1cm 内外のものもあり，さらにしばしば 1 〜 2m に達する。凝灰質砂岩も若

干挾在する。石灰質団塊は球状または扁平で，下半部に多いが，上部では乏しくなる。

　化石は母岩からも団塊からも同じくらいに産出し，下半部に豊富であるが，上部で

は少量になる。本層全体にわたってイノセラムスの方がアンモナイトよりもはるか

に優勢である。アンモナイトでは Eupachydiscus  が優勢である。イノセラムスでは

Inoceramus naumanni  がとくに優勢であって，中部に多産し，I .   japonicus  および

I .   amakusensis  は下部に少なからず産出する。

　U6　厚さおよび岩相が水平方向に変化する。“最西地区”以外の地域では厚さは約

100m で，主として砂岩泥岩細互層からなる。
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　少なくとも“西地区”においては下限に厚さ約 5m の砂岩がみられる。この砂岩は

種々の厚さに成層する青灰色の粗粒〜細粒砂岩であって，炭質物微片および泥岩の偽

礫を含む。さらに詳細にみると，砂岩はこの地区の東方では主として中粒であるが，

部分によって極粗粒となり，西方では一般に細粒で，ときには泥質を帯びる。互層を

なす砂岩は一般に灰色を呈し，細粒〜中粒であり，泥岩には砂岩の葉層が発達してい

る。これらの砂岩・泥岩の単層はときに 1 〜 2m の厚さに及ぶことがある。砂岩は鏡

下において多量の石英 ( 変成岩源 )，少量の斜長石・火山岩粒 ( 安山岩質 )・堆積岩粒 ( チ

ャートおよびスレートらしいもの ) から構成され，基質は粘土質・炭酸塩質である。

泥質石質砂岩〜泥質亜石質砂岩 ( 石質グレイワッケ〜アルコーズ ) に属する。

　“最西地区”においては，厚さは 150m 内外で，下部より上部に向かって細粒にな

る。下限には厚さ 4 〜 5m と推定される無層理のシルト質細砂岩 ( 緑色を帯びる ) が認

められる。下部は暗灰色，一般に無層理のシルト岩を主とするが，しばしば細砂質と

なり，またシルト質細砂岩の部分をも伴なう。砂岩の薄層 ( 厚さ 0.3m 以下 ) がまれ

に介在し，葉理が発達する部分もあり，また泥岩の偽礫が含まれることもある。下部

にはかなりの量の炭質物微片，少量の植物化石の破片が含まれる。さらに緑色の砂粒

が泥質岩中に，または砂岩の不規則なパッチの構成分として多量に含まれている。上

部は暗灰色，一般に無層理のシルト岩から構成される。なお本層の堆積物には層理が

しばしば発達している。

　凝灰岩は白色を呈し，厚さ 1 〜 5cm のものがきわめてまれに介在するにすぎない。

石灰質団塊は比較的多量に含まれ，球形を呈し，大型のもの ( 径 0.5m 以上，しばし

ば 1m 内外 ) が多い。団塊中には植物化石の破片が少なくない。化石は下部−中部に

おいて団塊からも母岩からも比較的多量に産出し，下部ではアンモナイトが，上部で

はイノセラムスが圧倒的に優勢である。アンモナイトでは殻の巻きが解けて直線型を

呈する Baculi tes  が，イノセラムスでは Inoceramus oriental is  が優勢である。

　本層の岩相が水平方向にかなり変化することは前述の通りであって，全体として西

方ほどより細粒になる。

　U7　厚さ 250 〜 300m。主として暗灰色の砂質泥岩および泥岩からなるが，上部に

おいては岩相が水平方向に変化する。本層の主体をなす砂質泥岩・泥岩はしばしば頁

岩質になる。砂岩の薄層がまれに介在し，厚さは一般に 0.1 〜 0.3m であるが，とき
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には 1m に及ぶこともある。“東地区”および“中央地区”では，上部 ( 厚さ約 100

m) は他の地区の場合に較べていくぶん粗粒となって，暗灰色，無層理のシルト岩〜

細砂質シルト岩を主とするが，その下部にはシルト質細砂岩が優勢である。この部分

は地質図において U7′ の記号をもって示す。

　白色〜淡緑色の凝灰岩が本層の下部に発達し，厚さは 0.1 〜 0.3m であるが，1 〜 5

m に達することもある。凝灰岩はさらに上部にも厚さ 5 〜 10cm( ときに 1m 内外 ) の

ものがまれに介在する。さらに凝灰質粗粒〜中粒砂岩も若干みられる。それらのう

ち，ガラス質凝灰岩は鏡下では多量の石英・斜長石 ( 中性長石が多く，曹灰長石・灰

曹長石もみられる )，さらに少量の黒雲母などの結晶を含み，基質は火山ガラスからな

る。ガラス質凝灰質砂岩は多量の石英・斜長石 ( 中性長石が多く，灰曹長石を伴なう )

および火山ガラス，少量の黒雲母，さらにまれに紫蘇輝石などの砂粒から構成され

る。これらの凝灰質岩はいずれも石英安山岩質である。

　緑色の砂粒が下部において 2 〜 3 層の緑色砂岩層 ( 厚さ 0.5 〜 4m)，または緑色砂岩

のパッチの構成分として多量に含まれていることがある。これらの砂岩は肉眼的には

白色の基地に緑色の微斑点を多量に混じえ，黒雲母も少なくない。鏡下では主として

緑色の砂粒のほかに石英 ( 変成岩源 )・斜長石からなり，少量の黒雲母，まれに火山岩

粒 ( 安山岩質 )・堆積岩粒を含み，基質は粘土質・炭酸塩質である。これらの砂岩は泥

質石質砂岩〜泥質亜石質砂岩 ( 石質グレイワッケ〜長石質グレイワッケ ) にあたる。石

灰質団塊は扁豆状〜球状を呈し，下部に多いが，上部では乏しくなる。上部には大型

の団塊 ( 径 0.5m 以上，ときに 1m 内外 ) もみられる。団塊にはしばしば植物化石の

破片が少なくない。

　化石は一般に団塊よりも母岩から産出し，下部に豊富であるが，上部では乏しくな

る。全体としてみるとイノセラムスの方がアンモナイトよりも優勢である。とくに

下部ではイノセラムスが圧倒的に優勢であって，Inoceramus schmidt i  が Patel la

gigantea  とともに多産することが本層の化石相の特徴である。

　なお本層には砂岩岩脈がまれにみられる。

　U7′　本層上部の局地的粗粒相で，“東地区”中央・南側および“中央地区”中央

のみに布することは前述の通りである。この粗粒相は分布地域において東方ほどお

よび南方ほど，シルト岩よりも細砂質シルト岩を主とするようになる。
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　局地的粗粒相の U7′ が発達する地域における本層全体の厚さが，他の地域の場合よ

りも大きいことは，この粗粒相が発達するためである。細粒相だけの厚さについてみる

と，粗粒相の分布地域の場合よりも“西地区”の場合の方が厚い。要するに本層全体

は地域全体についてみると西方ほどより細粒になり，“東地区”・“中央地区”では北

方ほどより細粒になる。

第  2  表　上  部  蝦  夷  層  群  産  化  石
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A：  abundant ( 多 )　　　　　      R：     rare ( 稀 )

C：  common ( 普通 )　　　　        ?：  同定不確実，稀

F：  few ( 少 )　　　　　　     　(　)：  局地的産出

Ⅱ．3．4　凾 淵 層 群

　函淵層群は比較的急激な岩相変化をもって整合に上部蝦夷層群につゞく整合一連の

地層で，種々の層準が不整合関係をもって第三系におゝわれる。厚さは 800m 内外

である。宇津内川流域および茂宇津内川流域において標式的に露出する。

　上部蝦夷層群の場合と異なって垂直方向に岩相変化が著しく，大局的にみると下部

が上部よりも粗粒である。下位から H1，H2，H3，H4 および H5 の 5 層に区分される
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が，地質図では H1，H2 を一緒にして塗色した。各層間の岩質変化は比較的急激なこ

ともあれば緩慢な場合もある。おもに種々の粒度の砂岩，および無層理で暗灰色を呈

し，または多少緑色を帯びることもあるシルト質細砂岩〜細砂質シルト岩 ( 砂粒は部

分 的 に 中 粒 砂 の こ と も あ る ) か ら な り， シ ル ト 岩・ 泥 岩・ 礫 岩 な ど を 伴 な う。

　砂岩は一般に緑灰色〜青灰色を呈し，また灰色・灰白色・白色のこともある。しば

しば泥質を帯びることがあって，このものは，とくにシルト質細砂岩は風化すると玉

葱状構造に破砕することがある。砂岩は一般に石質砂岩〜泥質石質砂岩 ( 石質グレイ

ワッケ〜亜グレイワッケ ) に属するものであって，火山岩粒 ( 主として安山岩質 ) に富

み，中部蝦夷層群の砂岩と異なって石英には明らかに変成岩源とされるものは認めら

れないようである。基質は粘土質，またはそれに炭酸塩質を混じえ，さらに緑泥石質

のこともある。一般に緑色を帯びる砂岩は火山岩粒に富み，基質が粘土質を主とし，

ときに緑泥石質のこともある。灰白色・白色を帯びる砂岩では基質に炭酸塩質のもの

が多くなる。またしばしば緑色砂粒ないし細角礫が少なからず含まれることがあり，

このものは一般に火山岩質ガラスの変質したものであろう。礫岩を構成する礫の種類

にはチャート ( 赤色のものが少なくない )・砂岩・頁岩のほかに安山岩が多く，石英玢

岩も若干みられる。

　凝灰岩は上部蝦夷層群の場合よりも全体として少なくなるが，しばしばいくつかの

層準に発達していることがある。石灰質団塊は全体として少なく，しばしば大型 ( 径

0.5m 以上，ときに 1m 内外 ) となっている点は上部蝦夷層群 ( 最上部を除く ) の場合

と異なる。化石は全体にわたって含まれ，優勢な要素は貝 ( とくにイノセラムスを除

く二枚貝 ) 化石で，これはとくに下部に多い。本層群の産出化石は第 3 表に示される。

　H1　厚さ 150m 内外。岩相が垂直方向に変化する。大局的にみると中粒〜粗粒砂

岩とシルト質細砂岩とが厚層をなして交互に累重する。

　砂岩は一般に緑色緑灰色，ときには青灰色・灰色を呈し，泥質を帯びることがあ

る。砂岩は下部においては無層理で，上部よりも全体として粒度が粗く，上部では厚

さ 0.3 〜 1m おきに層理を示す。砂岩には多量の緑色砂粒が含まれていることがある。

砂岩は鏡下では火山岩粒 ( 安山岩質わずかに石英安山岩質のものもある )・石英・斜

長石が多く，堆積岩粒 ( チャート・スレート・砂岩 ) も若干含む。これらの砂岩は石質

砂岩〜泥質石質砂岩 ( 石質グレイワッケ ) に相当する。下限および最下部には場所によ
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って礫岩が存在する。礫岩は厚さ 2m 内外，径 2cm 以下の円礫〜亜円礫から構成さ

れ，緑色の角礫を多量に含み淘汰が比較的良好であって，貝化石を多量に含む。シル

ト質細砂岩は部分的に細砂質シルト岩となり，上部のものは風化すると玉葱状構造に

破砕する。

　本層の堆積物には全体にわたって炭質物微片が多量に含まれ，炭化木や植物の葉片

の化石が産出する。厚さ 0.1m の白色凝灰岩および大型の石灰質団塊がきわめてま

れに含まれている。化石は前記の礫岩のほかに，砂岩中のきわめて粗粒となった部分

から多量に，またシルト質細砂岩からも産出する。化石は大部分が二枚貝 ( イノセラ

ムスを除く ) であって，下部―中部に豊富，上部にまれである。

　下限および最下部の礫岩は，“東地区”のうち南側では中礫礫岩，北側では細礫礫

岩である。また“東地区”北側・中央では泥質を帯びる砂岩が優勢となる。“中央地

区”では下限ないし最下部を占める礫岩はみられない。“西地区”中央では粗粒〜中

粒砂岩が優勢であり，泥質を帯びる砂岩はほとんど存在しない。このように本層は

“西地区”・“東地区”・“中央地区”の順により細粒となり，“東地区”では北方に向

かって細粒となる。

　H2　厚さ 150m 内外。H1 の場合と同様の堆積物から構成され，大局的にみると上

方に向かって粒度を減ずる。

　下限には厚さ 3 〜 6m の礫岩があって，これは広範囲にわたって追跡される。この

礫岩は一般に淘汰が良好であって，径 2 〜 4cm 内外，ときには半拳大の円礫〜亜円

礫から構成される場合もあれば，細礫岩となる場合もある。

　下部は粗粒〜極粗粒砂岩と，その上位にくる中粒〜細粒砂岩とからなる。これらの

砂岩は一般に青灰色〜緑灰色，ときには暗緑色・灰色を呈し，一部泥質で，無層理の

こともあれば厚く成層することもあって，一般に炭質物微片を含んでいる。これらの

砂岩は火山岩粒 ( 安山岩質，わずかに石英安山岩質のものもある ) に富み，石英・斜長

石 ( 一般に火山岩源 ) も少なくなく，基質が緑泥石質の場合もある。石質砂岩〜泥質石

質砂岩 ( 石質グレイワッケ〜亜グレイワッケ ) にあたる。

　中部―上部は主としてシルト質細砂岩からなる。このシルト質細砂岩には炭質物微

片が含まれ，緑色砂粒〜角礫の多い部分があり，また sand pipe がまれに認められ

る。さらに上部では厚さ 0.1 〜 0.5m の泥岩をわずかに挾む。なおシルト質細砂岩は
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風化すると玉葱状構造に破砕する。

　凝灰岩および凝灰質砂岩はきわめてまれに挾在するにすぎず，厚さは 0.5 〜 1.5m

である。ガラス質凝灰岩は少量の石英・斜長石 ( むしろ酸性 )・黒雲母の結晶を含み，

酸性 ( むしろ石英安山岩質 ) である。石灰質団塊は中部を占めるシルト質細砂岩に少量

含まれ，球状を呈し，また大型になることもある。団塊にはしばしば植物化石の破片

が含まれている。化石の産出は下部―中部に比較的多く，上部ではまれとなる。化石

は砂岩にも団塊にも含まれている。貝 ( イノセラムスを除く ) 化石が圧倒的に多く，さ

らにイノセラムスはアンモナイトよりも優勢である。イノセラムスでは Inoceramus 

oriental is  が少なくなく産出する。

　本層，とくに下半部の岩相は水平的変化を示す。“東地区”のうち，南側および中

央では地層は一般に無層理で，基底部，まれには層間に礫岩・礫質砂岩がみられる。こ

れらの礫岩は一般に細礫からなるが，南側では礫がより大きく，中礫礫岩 ( 厚さ約 3

m) となる。しかし“東地区”の中央・北側では泥質を帯びる砂岩が優勢となる。“中

央地区”中央では地層は層理を示すこと少なくなく，礫岩は“東地区”に較べて局地

的となり，厚さ約 0.3m の細礫礫岩が認められる。“西地区”では地層は全体として

無層理で，中粒〜粗粒 ( 部分的に極粗粒 ) 砂岩が優勢になり，泥質を帯びる砂岩がほと

んど存在しない。この地区の中央では下限，ときには層間に礫岩が発達し，これらは

中礫〜大礫から構成され，厚さは 5 〜 6m に及ぶ。また本層の主要構成岩相である泥

質を帯びる砂岩とそうでない砂岩との量比は，“西地区”・“東地区”・“中央地区”の

順により大きくなる。以上に述べたように本層は“中央地区”においてもっとも細粒

となり，かつ“東地区”では“西地区”よりもより細粒であり，さらに“東地区”で

は南側ほどより粗粒となる。

　このような岩相の水平的変化に対応して，化石相の水平的変化は次の通りとなる。

“東地区”，とくにその南側には浅海性の二枚貝化石 ( イノセラムスを除く ) がもっと

も優勢であるが，“中央地区”中央では前述のような貝化石はほとんどなく，魚鱗化

石が多量に含まれ，また螺環が膨らみ殻面装飾が細かいアンモナイトの化石が産出し

ている。“西地区”中央には貝化石の破片を多量に含む層準がある。

　H3　厚さ 100m 内外。粗粒堆積物を主とする函淵層群のうちでは，比較的細粒と

なっている部分であって，細砂質シルト岩ないしシルト岩・泥質砂岩・泥岩からな
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る。岩相は水平方向に変化する。

　“東地区”では，主としてシルト岩ないし細砂質シルト岩からなり，葉理がわずか

に発達し，砂岩の薄層 ( 厚さ 0.1m 内外 ) を少なからず挾む。この地区のうち，南側

では細砂質シルト岩ないしシルト岩が優勢であるが，西方に向かってシルト岩が優勢

となる。“東地区”の中央では南側と異なって砂質泥岩・泥岩が卓越する。“中央地

区”中央ではシルト岩が優勢で，部分的に細砂質のものがみられ，砂岩薄層の含有は

“東地区”の場合よりも少なくなる。“西地区”では主として泥岩・砂質泥岩からな

り，砂岩の薄層はまれにしか含まない。この地区の泥質岩はしばしば頁岩質となって

いる。本層の砂岩は鏡下では火山岩粒 ( 安山岩質 )・石英・斜長石から構成され，亜石

質砂岩〜泥質石質砂岩 ( 長石質グレイワッケ〜亜グレイワッケ ) に属する。以上に述べ

たように，本層の堆積物は西方に向かって細粒となり，また“東地区”では北方に向

かって細粒となる。

　白色の凝灰岩がまれに介在し，厚さは一般に 1 〜 10cm であるが，ときには 0.5m

に及ぶ。石灰質団塊はわずかに含まれ，しばしば大型である。化石の産出は少なく，

H1 および H2 に較べて貝 ( イノセラムスを除く ) 化石が著しく減少し，イノセラムス

がアンモナイトよりも優勢である。また化石は“東地区”から“西地区”に向かって

産出が少なくなる。

　H4　厚さ 200m 内外。全体としてみると H3 よりも粗粒となるが，H1 および H2

に較べていくぶん細粒である。岩相とくに粒度の垂直的変化が認められる。

　最下部は厚さ 20 〜 30m( 場所によっては 50m あまり ) の中粒〜粗粒砂岩によって

占められる。この砂岩は緑灰色〜青灰色，ときに灰色・白色を呈し，部分的に泥質，

無層理のこともあれば，炭質物微片を縞状に含む泥質岩の薄層 ( 厚さ 0.1 〜 0.3m) を

処々に挾んで種々の厚さに成層することもある。砂岩はしばしば緑色の砂粒〜角礫・

泥岩の偽礫を含み，また部分的には，とくに下限では極粗粒ないし礫質となる。砂

岩は鏡下では一般に火山岩粒 ( 安山岩質 ) に富み，石英 ( 火山岩源のもののほかに深成

岩源のものも多い ) や斜長石も少なくなく，堆積岩粒 ( スレート・チャートなど ) も若

干含まれる。基質は粘土質や炭酸塩質のほかに，緑泥石質であることもある。これ

らの砂岩は石質砂岩〜泥質石質砂岩 ( 石質グレイワッケ〜亜グレイワッケ ) に相当す

る。
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　最下部につゞく地層についてみると，下位からシルト質細砂岩，シルト質細砂岩〜

細砂質シルト岩およびシルト岩の順に累重し，最上部はふたゝび粗くなってシルト質

細砂岩〜細砂質シルト岩となる。本層の下部を構成するシルト質細砂岩ないし細砂質

シルト岩は炭質物微片を比較的多量に含み，風化すると玉葱状構造に破砕することが

ある。

　白色〜淡緑色の凝灰岩が中部−上部にひんぱんに発達するが，下部ではきわめてま

れであり，厚さは一般に 5 〜 30cm，上部では 3 〜 5m のものが少なくとも 3 層認めら

れる。それらのうち，ガラス質〜ガラス質結晶凝灰岩は鏡下では火山ガラスを基質と

し，多量の石英・斜長石 ( 中性長石 )，少量の黒雲母・火山岩粒，さらにまれに紫蘇輝

石などの結晶を含む。これらの凝灰岩は石英安山岩質である。緑灰色の凝灰質砂岩や

同質泥岩の挾在も少なくない。

　石灰質団塊は下部−中部に多量に存在するが，上部では乏しくなる。団塊は一般に

球状を呈し，大型である。化石の産出は下半部に豊富であるが，上半部では少量とな

る。化石は二枚貝 ( イノセラムスを除く ) を主とし，団塊にはほとんど含まれていない

ようである。特徴的な化石としては，Inoceramus shikotanensis  が最下部から産出し

ている。かつて有孔虫の S i l icosigmoil ina futabaensis  ASANO の産出が報告された

地層 7) は H4 に相当する。なお緑色の砂粒が下部のシルト質細砂岩〜細砂質シルト岩

中に多量に含有されていることがある。

　“東地区”の南側・中央では，200m 内外の厚さを有し，中部のシルト質細砂岩〜

細砂質シルト岩が優勢である。そのうち南側においては下限に，ときには層間に中礫

〜細礫質礫岩がみられる。またこれらの地域では貝 ( イノセラムスを除く ) 化石が少な

からず産出している。“中央地区”中央では露出があまりよくないので，正確な厚さ

はわからないが，前述の地域よりもかなり厚いようであり ( おそらく 300m 内外 )，かつ

中部―上部はシルト岩に富む。“西地区”北側および中央では，最下部の粗粒〜中粒

( 部分的に極粗粒 ) 砂岩がより厚く発達し，さらに北側では少なからず細礫質となる。

要するに本層は“東地区”および“西地区”よりも“中央地区”においてより細粒に

なり，かつ“西地区”は“東地区”よりも粗粒であり，さらに“東地区”では南側ほ

ど粗粒相が発達する。

　H5　上限は不明であるが，少なくとも 200m の厚さを有し，H4 と類似した層序お
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よび岩相を示す。下位から粗粒〜中粒砂岩に始まって，シルト質細砂岩，シルト質細

砂岩〜細砂質シルト岩およびシルト岩の順に粒度を減じつゝ累重し，さらに上位に向

かっては逆の順序をもって粒度を増して，シルト質細砂岩に終わり，それらのうちシ

ルト岩がもっとも厚く占める。下限をなす厚さ約 20m の砂岩は灰白色〜帯緑灰色を

呈し，貝化石を多量に含む。下部の地層には緑色砂粒が少量含まれ，上限を占めるシ

ルト質細砂岩には炭質物微片が含有されている。

　凝灰質岩が下部においてわずかに介在し，厚さは一般に 3 〜 10cm であるが，とき

に 0.5m 内外となる。石灰質団塊は下半部において多量に含まれ，大型のものも少な

くない。化石は団塊からも母岩からも産出し，下半部には豊富で，上半部では全体と

してまれであるが，場所によっては少なくない。化石はおもに二枚貝で，特徴的なも

のとして Inoceramus (?)  awajiensis  が中部から多産している。

　以上の記述は標式的に発達している“東地区”南側の西方 ( 宇津内川流域 ) について

である。しかし本層は“中央地区”中央にも分布し，こゝでも向斜構造をなし，かつ

露出がよくないので全体についての詳細な状況はわからない。しかし“東地区”南側

の場合と同様な地層の累重状況を示すが，全体としてより粗粒となって，細砂質シル

ト岩〜シルト質細砂岩を主とするようである。

第 3 表　　凾  淵  層  群  産  化  石
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Ⅱ．3．5　対比および堆積相

　対　　比

　上部蝦夷層群・函淵層群は全体を通じて化石を豊富に産出するので，それらの年代

を決定することができる。すなわち上部蝦夷層群についてみると，U1―U3 下部は浦

河統下部階に，U3 上部―U5 は同統上部階に，U6 は同統最上部亜階に，U7 はヘト

ナイ統下部階に対比される。函淵層群では H1―H3 はヘトナイ統下部階に，H4―H5

は同統上部階に対比される。これらの年代を決定する主要化石，とくにイノセラムス

の産出状況についてみると，Inoceramus uwajimensis  は浦河統下部階の中部に，I .

japonicus は同統上部階の中部に，I. naumanni は同統上部階の上部に，I.  schimidti 

はヘトナイ統下部階の下部に多産する。さらに I .   shikotanensis  はヘトナイ統上部階

の下部に産出し，I .  (?)  awajiensis は同階の上部に多産する。とくに I .  (?)  awajiensis 

の産出によって，H5 は北海道において古生物学的資料によって確認された唯一の白堊
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系最上部である。

　中部蝦夷層群は上部蝦夷層群・函淵層群と異なって対比に役立つ化石をほとんど産

出していない。たゞ M1 の上部から Anagaudryceras (?)  cf .  sacya を産出するにすぎ

ない。Anagaudryceras sacya の層序的産出範囲は現在のところ宮古統最上部亜階―

ギリヤーク統下部階とされ，さらに宮古統上部階にも伸びるとされている 1）8)。したが

って M1 の年代さえも明確に決定できない。しかし，次項に述べるような中部蝦夷層

群―函淵層群を通じて認められる堆積輪廻層，さらに種々の地質現象 ( これについては

後述する ) をも考慮に入れると，この地域の中部蝦夷層群の年代をある程度推定する

ことができる。

　まず本図幅地域 ( 上部蝦夷層群・函淵層群だけを取り扱う ) のほかに，空知背斜地

域 9)・小平蘂川流域 15）16）・富内地域 1)8)( 筆者はかつてこの地域を調査した )，さらに安平

志内川流域 1)8)・主夕張川流域 1)8）・幾春別川流域 1)8）の諸地域を通じて，中部蝦夷層群―

函淵層群を 12 層の堆積輪廻層に区分することができる。これらの個々の堆積輪廻層の

年代的位置は第 4 図に示される通りとなる註 6)。また凝灰岩帯 ( 凝灰質岩が相対的に発

達している層序的範囲 ) は 13 帯認められ，これらをも第 4 図に示す。図幅地域の上部

蝦夷層群―函淵層群における堆積輪廻層・凝灰岩帯それぞれの年代的位置が第 4 図に

示された一般的傾向と調和している。さらに両層群にみられる他の種々の地質現象，

たとえば後述のような堆積輪廻層における岩相・化石相の垂直的変化，および前述の

ようなイノセラムス種の多産する層準が他地域の場合と同調的である。以上に述べた

ようなことなどから，この地域の中部蝦夷層群はいくつかの地質現象について他地域

の場合と調和性を示すであろうということが期待される。もしそうであるならば，古

生物学資料のきわめて不充分なこの地域の中部蝦夷層群の年代をある程度推定するこ

とができるであろう。

　さて図幅地域の中部蝦夷層群における堆積輪廻層および凝灰岩帯を第 5 図に示す。

中部蝦夷層群に認められる 5 層の堆積輪廻層はⅡ ( 下限が不明 )・Ⅲ・Ⅳ・V および

VI 層 ( この場合下部だけであって上部蝦夷層群の U1 につゞく ) に相当する。したが

ってⅡ層，すなわち M1 は宮古統上部階の上部に対比されることになる。この場合

　註 6)　堆積輪廻層の年代的位置および他の種々の地質現象を考慮すると，北海道中軸帯，とくにその西側はほゞ
　　　　 旭川と留萠とを結ぶ線 ( 旭川―留萠線 ) を境界として北部区と南部区とに分けることができる。本図幅地
　　　    域は北部区に含められる。
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第  4  図　 北海道中軸帯白堊系標準地域の中部蝦夷―凾淵層群における堆積輪廻層および凝灰岩帯
註 )　凝灰岩帯における実線は点線よりも量，拡がりが大きい

   訂正：　凝灰岩帯欄の t1 左の点線は実線に訂正
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前述の Anagaudryceras (?)  cf .  sacya の産出はこのような対比にとって積極的な証

拠とはなり得ない。

　さらに M1 の下部が露出する 1 地点 (14 線沢左股本流 ) の少し下流において，河原

の河流に近い部分から石灰質団塊の転石が採取された。この団塊中に含まれている化

石のうち，Stol iczkaia sp.  の層序的産出範囲は上部アルビアン階―下部セノマン階

( 本邦の宮古統上部階上部―同統最上部亜階がほゞこの年代にあたる ) であるとされて

いる。この転石の団塊がもし M1 から由

来されたとみなすならば，M1 中のどの層

準から由来されたかを考察しなければなら

ない。M1 中には全体として団塊がきわめ

てまれであるが，少量の団塊が少なくとも

2 層準に含まれている。下位の層準におけ

る団塊は比較的球状，きわめて細粒，緻密，

堅硬で，表面が特有の黒茶色を帯び，内部

に割れ目が多い。それに反して上位の層準

のものは前述のものとまったく様相を異に

し，表面が灰白色を帯び比較的扁平な形を

とり，Anagaudryceras (?)  cf .   sacya は

この層準の団塊から得られたものである。

Stol iczkaia を含む団塊は下位の層準のも

のに酷似し，しかも M1 より上位の地層中

にはこのような団塊が認められないので，

下位の層準から由来されたとみなすことが

できる。したがって II 層，すなわち M1

を宮古統上部階に対比することは，産出化石の状況から判断してもなんら不都合では

ない。またこのことは，たいして Anagaudryceras (?)  cf .   sacya の産出は反証とは

ならない。以上に述べたことから，図幅地域の中部蝦夷層群の年代は第 5 図のように

推定されるであろう。さらに M7―M9( 豊神層 ) は年代的にも，粗粒堆積物に富む点

からも佐久層とほゞ同じ層準であると考えられる。

第 5 図　図幅地域における中部蝦夷層群の対比



33

第 4 表　北海道中軸帯白堊系標準地域の中部蝦夷層群―凾

             淵層群における階，亜階，堆積輪廻層の概略的な層厚註 )

註 )　北部区域一般の粗粒堆積物の含有率としては，本図幅地域の場合に近
いものだけを取り扱った。 (　 ) は図幅地域における量比とかなり異
なる場合，* は例外的な場合 ( 著しい沈降部における厚さ ) を示す。
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　凝灰岩帯についてみると，U2，U4，U5 上部，U7 下部および H4 上部に位置する凝

灰岩帯は，それぞれ t8，t9，t10，t11 および t13 に相当する。さらに第 5 図に示された堆

積輪廻層の年代的位置および凝灰岩帯の堆積輪廻層における層序的位置から判断する

と，M3 および M4 下部における凝灰岩帯はそれぞれ t3 および t4 に相当するであろ

う。

　最後に図幅地域の中部蝦夷層群についての前述のような対比を，地層の岩質組成，

厚さの点からも検討する ( 第 4 表 )。前述の諸地域 ( 本図幅地域を除く ) を通じて，IV

層における粗粒堆積物の含有率が，北部区ではⅠ〜Ⅻ層を通じてもっとも小さいが，

南部区では逆にⅢ層やⅤ層の場合よりも相対的に大きく，地域によっては著しく大き

くなる。またギリヤーク統下部階における粗粒堆積物の含有率が北部区では最小であ

るが，南部区では宮古統最上部亜階やギリヤーク統上部階の場合に較べて相対的に大

きく，地域によっては著しく大きい。このような傾向は図幅地域の中部蝦夷層群を前

述のように対比した場合にも指摘できる。しかし図幅地域のギリヤーク統上部階と推

定される地層 (“西地区”西側の場合を除く ) における粗粒堆積物の含有率は，北部区

中の他地域，とくにほゞ同じ厚さを有する地域 ( たとえば安平志内川流域 ) の場合より

も著しく大きい。したがって図幅地域のⅤ層も北部区中の他地域のものに較べて粗粒

堆積物にきわめて富み，かつ厚さはかえって粗粒堆積物の含有率がきわめて低い小平

蘂川流域のⅤ層 (Mi―Mk) の厚さにむしろ近い。これらの現象に関連して，図幅地

域の IV 層の厚さが北部区中の他地域の場合よりもかなり薄くなっている。このよう

な異常現象は，こゝで取り扱った北部区中の他地域が白堊系堆積盆地内の西側に位置

し，それに反して図幅地域におけるこれらの地層が堆積盆地の東方に存在した後背地

から供給された堆積物であることにもとづく。堆積物質の東方からの供給は M9 の礫

岩の礫種および砂岩の構成分における E-W 方向の差異からも指摘できる。さらにこ

の地域のⅢ・VI 層，宮古統最上部亜階・ギリヤーク統下部階にそれぞれ対比される

と考えられる地層の厚さは，粗粒堆積物の含有率を考慮した場合，前述の諸地域にみ

られる一般的傾向としての厚さの範囲内にある。

　なお本図幅地域と南隣りの敏音知図幅地域との上部蝦夷層群・函淵層群の対比を第

5 表に示す註 7)。

　註 7)　敏音知図幅地域の H3 において，ヘトナイ統上部階を指示する化石を産出するのはその上半部である。
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堆　積　相

　岩相的層序単位の堆積相　中部蝦夷層群最上部を占

める豊神層 (M7―M9，ギリヤーク統上部階に対比され

るであろう ) はいわゆる佐久層 ( 一般にギリヤーク統上

部階に対比され，場所によって同統下部階の上部にも

及ぶ )1)8) とほゞ同じ層準の地層であると考えられる

が，佐久層の場合よりもはるかに粗粒堆積物に富む。

他方豊神層は岩相上むしろ石狩地方における同じく中

部蝦夷層群最上部を占める三笠層 ( 大部分がギリヤー

ク統下部階に対比され，場所によって同統上部階また

は宮古統最上部亜階上部にも及ぶ )1)8）に類似するが，

年代的には上位に向かって相当にくいちがっている。

しかしこの地層が約 600m の厚さを有する点は佐久

層の場合に似ている。なお豊神層は，粗粒堆積物に富

む点ではむしろ富良野地方の近藤山砂岩層 ( 大部分が

少なくともギリヤーク統下部階に対比される )10) に類

似しているが，年代を異にする。このことは前述のよ

うにギリヤーク統下部階の堆積相が北部区と南部区と

で本質的に異なっているためである。

　上部蝦夷層群の最上部を占める U7 が，ヘトナイ統

下部階の下部に対比され，しかも泥相を主とする点

は，小平蘂川流域 15)16) や安平志内川流域 1)8) における

状況と同じである。したがって，これらの地域の函淵

層群の堆積は石狩地方 1)8)・富内地域 1)8) などの場合よ

りも遅れて始まった。

　また層序の記述のところで述べたように，函淵層群

の H1，H2 および H4 では，中央地区の相対的細粒相

を挾む東地区・西地区の相対的粗粒相のうち，東地区

の方がより細粒である。さらにこの地域，とくに中央

第 5 表   上猿払・敏音知両
　図幅地域の上部蝦夷・凾　
　淵層群の対比　
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地区 ( 場合によっては東地区をも含める ) の函淵層群は厚く，中軸帯西側の函淵層群に

較べて細粒相がより優勢になり，砂岩もシルト質のものが多い。したがってこの函淵

層群はむしろ狭義の函淵層群と浦河地方の上部蝦夷層群乳呑川層 1)8)( 函淵層群と同年

代の地層 ) との中間的な堆積相を示す。このことはとくに泥質相に富む H3―H5 につ

いて指摘される。

　堆積岩の特徴　礫岩は豊神層と函淵層群とでかなり異なる。豊神層では，礫は水成

岩源のものと火成岩源のものとがほゞ等量か，またはむしろ後者の方が優勢である。

火成岩礫のうちでは流紋岩礫が多い。さらに同時侵蝕に由来したと考えられる石灰質

団塊の礫も少なくないことが特徴的である註 8)。それに反して，函淵層群では，水成

岩礫がむしろ火成岩礫よりも多く，火成岩礫のうちでは安山岩礫が多い註 9)。さらに

赤色チャートの礫が少なからず含まれていることも特徴的である註 10)。

　砂岩も豊神層と函淵層群とで差異を示す。両者の砂岩はいずれも安山岩粒に富む

が，豊神層の砂岩は一般に灰青緑色，函淵層群のものは一般に緑灰色を呈し，かつし

ばしば泥質を帯びることがある。さらに函淵層群の砂岩は豊神層の砂岩と異なってし

ばしば緑色の砂粒ないし細角礫 ( 一般に火山岩質ガラスの変質したものと考えられる )

を少なからず含み，また基質がしばしば緑泥石質のことがある。この地域における白

堊系の砂岩のうち，厚層をなす砂岩 ( たとえば中部蝦夷層群主部の下部・豊神層下部

および上部・函淵層群の大部分の場合 ) は一般に石質砂岩〜泥質石質砂岩 ( 一般に石

質グレイワッケ，一部亜グレイワッケ ) に属し，一部泥質亜石質砂岩 ( 長石質グレイワ

ッケ〜アルコーズ ) である。これに反して，泥岩中に薄層をなして挾在する砂岩 ( 中

部蝦夷層群主部の上部・上部蝦夷層群・函淵層群の中部の場合 ) は一般に泥質亜石質

砂岩〜泥質石質砂岩 ( アルコーズ・長石質グレイワッケ〜石質グレイワッケ ) である。

これらの砂岩の主構成分における層序的変化についてみると，石英は中部蝦夷層群・

上部蝦夷層群を通じて一般に変成岩源のものである。変成岩源の石英は函淵層群上部

( ヘトナイ統上部階 ) には含まれていないようである。それらしいものは函淵層群下部

　註 8)　このことは豊神層と同年代の地層である小平蘂川流域の中紀念別砂岩層 (Ml)16) や安平志内川流域の佐
久層 1) の礫岩についてもいえる。

　註 9)　安山岩礫が多い点は石狩地方の凾淵層群の場合 ( 流紋岩が多い ) と異なり，同じような分布的位置・構造
的位置を占める南樺太内淵川流域の竜ケ瀨層群 ( 凾淵層群相当層 )1）の礫岩の場合にむしろ似る。この点
は砂岩の場合についても指摘される。

 註 10)　このような傾向は中軸帯諸地域の凾淵層群相当層の礫岩においても認められる。
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( ヘトナイ統下部階 ) には認められる。さらに深成岩源の石英は函淵層群上部に，また

中部蝦夷層群上部の下部にもみいだされる。火山岩粒は函淵層群の砂岩に豊富であ

り，中部蝦夷層群最上部の砂岩にも少なくない。これらの火山岩粒は安山岩質のもの

であるが，一部石英安山岩質のものが函淵層群下部にみられる。

　泥質岩は中部蝦夷層群主部ではしばしば頁岩となっていて，この点はそれより上位

の地層には認められない。また泥質岩は大局的にみると下位の地層ほど硬さを増す。

　凝灰質岩にはガラス質・ガラス結晶質・結晶質の凝灰岩から凝灰質砂岩・泥岩にい

たるものまである。凝灰質岩は浦河統上部階の中部・同階の上部・ヘトナイ統下部階

の下部および同統上部階の下部に発達している。これらの凝灰質岩が発達する地層は

それぞれ t9，t10，t11 および t13 に相当する。また対比の項で述べたように t3 および

t4 にあたると考えられるものが存在する。なお浦河統下部階の中部にも凝灰質岩の挾

在がすぐ上下の地層に較べて優勢になっている。凝灰質岩は一般に石英安山岩質であ

るが，一部安山岩質のものが M6 にみられる。

　堆積相の垂直的変化　中部蝦夷層群―函淵層群における堆積相の垂直的変化の状況

を巨視的にみると，石灰質団塊・大型動物化石は，中部蝦夷層群においては，2，3 の

層準に少量含まれている以外，全体を通じてきわめて乏しい。しかし，それらは上部

蝦夷層群・函淵層群には豊富である。凝灰質岩も全体としてみると中部蝦夷層群よ

りも上部蝦夷層群・函淵層群の方に発達している。

　中部蝦夷層群―函淵層群では，粗粒堆積物から細粒堆積物に向かう粒度変化を示す

周期性または律動性を，他の種々の地質現象と関連せしめて考察すると，M1，M2―

M5，M6，M7―M8，M9―U1，U2―U3，U4―U5，U6―H1，H2―H3，H4 および H5 の 11

層の“堆積輪廻層”16) に区分される。これらの堆積輪廻層が比較的標式的な状況を示

す場合では，大局的にみて個々の堆積輪廻層の上部よりも下部の方に，凝灰質岩・石

灰質団塊・大型動物化石，さらに植物質物の含有量が相対的に多く，かつ泥相の場合

には砂岩薄層の挾在も相対的に多いという傾向が認められる。また化石相の垂直的変

化の状況については，アンモナイトが下部から上部に向かって劣勢となるのにたいし

て，イノセラムスが優勢になっていく。なお中部蝦夷層群―上部蝦夷層群全般および

函淵層群下部 (H1) を通じて認められる個々の堆積輪廻層 ( Ⅲ―Ⅸ層 ) の厚さは一般

に 400 〜 550m，函淵層群 (H2 以上 ) に認められる個々の堆積輪廻層 (X―Ⅻ層 ) の
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第 6 図　白堊系堆積盆地の相対的沖合部の位置
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厚さは 200m 内外，またはそれ以上になるが，400m 内外を超えないであろう。

　堆積相の水平的変化　中部蝦夷層群―函淵層群を構成する諸層は，大局的にみると

地域全体にわたってかなり一様な層厚・岩相を示している。しかし詳細にみると，層

序の記述のところで指摘したように，いくつかの地層は堆積相，すなわち層厚・岩相

( とくに粒度 )，さらに化石相・粗粒堆積物の構成分などについて水平的に変化してい

る。これらによって反映される堆積状況の水平的変化については，北海道中軸帯の白

堊系堆積盆地 ( 蝦夷地向斜 ) の伸びの方向がほゞ N-S 方向をとるので，この場合便宜

上 E-W 方向と N-S 方向とに区別して吟味する。

　まず堆積相の E-W 方向における変化状況から，いくつかの地層の図幅地域に関す

る限りでの相対的沖合部註 11) を推定すると，第 6 図に示される通りとなる。この図か

ら次のようなことが指摘される。少なくとも M9 の堆積時期以後後背地が図幅地域の

東方にも存在したと推察される ( 西方に存在したことは他地域の状況から判断して

間違いない )。このことはとくに M9，U7 上部・H1，H2 の場合について明瞭に認めら

れる。また堆積盆地の相対的沖合部は，細粒相を主とする地層 ( たとえば U2，U4，U6，

U7 など ) の場合よりも粗粒相を主とする地層 (M9，H1，H2，H4 など ) の場合ではよ

り東側に位置した。しかも同じく粗粒相に富む地層については，H1，H2，H4 それぞ

れにおける相対的沖合部は M9 におけるものよりも東側に位置し，さらに H5 の場

合はさらに東側に移動したようである。要するに相対的沖合部は，浦河世，さらにお

そらくヘトナイ世古期の前期ではギリヤーク世新期 (?) の場合よりも西方へ移動し，

その後はふたゝびほゞもとの位置に復帰し，しかもより東方へ移動し ( しかしヘト

ナイ世古期の末期には例外的に多少西方へ移動した )，ヘトナイ世新期の後期になる

とさらに東方へ移動したようである。このように相対的沖合部の位置は巨視的にみる

と時代の経過とともに東方へ移動したと推察される。ヘトナイ世を通じて相対的沖合

部の東方への移動は，函淵層群の岩相から判断すると，堆積盆地の東方への拡張を反

映するのではなくて，堆積盆地全体としての縮少，東方への移動を意味するのであろ

  註 11)　沖合部ではより細粒の堆積物が優勢になると考えている。もちろん厚さ・堆積物の堆積構造・堆積岩の
構成分・化石相などの堆積相全般の水平的変化も考慮されるべきであるが，粒度以外の諸要素について
の資料が不足の場合は粒度の水平的変化によらざるを得ないので，こゝでは相対的沖合部という名稱を
用いる。若干の地層ではこゝにいう相対的沖合部において沈降がより著しかったことがいえる。後述の
ように図幅地域の西方だけでなく東方にも後背地の存在が推定される場合，相対的沖合部が巨視的にみ
ると堆積盆地内における第 1 義的な沖合部 ( もっとも沖合部 ) に相当するかどうか，また第 1 義的な沖合
部と堆積盆地の軸部 ( 最大沈降部 ) との配置関係を推定するためには，さらに広範囲の地域についての詳
細な調査が必要である。
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う。なおギリヤーク世古期における海域は，岩相から判断すると同世新期の場合よりも

拡がっていたであろう。この地域にみられるような浦河世末亜期からヘトナイ世にか

けての相対的沖合部の東方への移動は，本図幅地域の中央部・東部と同じ構造的位置

を占める南部北海道浦河地方の場合についても推定される註 12)。

　堆積相の N-S 方向における変化状況からは，E-W 方向の相対的隆起部が，少な

くとも U7 上部の堆積時期 ( ヘトナイ世古期の前期 ) に見掛上“東地区”南縁部の東方

に出現し，その後終始 ( 少なくとも H4 の堆積時期まで，すなわちヘトナイ世新期の

前半まで ) 存在したと推察される。なお図幅地域の函淵層群には貝 ( イノセラムスを除

く ) 化石の産出が多い。これに反して南隣りの敏音知図幅地域 19) では，とくにその西

部・中央北部では貝化石にきわめて乏しく，これらの貝よりもより深い環境に棲息し

たと考えられる Canadoceras や Pachydiscus のようなアンモナイトの化石が少なか

らず産出する。また敏音知図幅地域東部の函淵層群は全体として南方から北方に向か

ってより粗粒となる。こゝに述べたような函淵層群の岩相・化石相の差異をも考慮す

ると，前述のような E-W 方向の相対的隆起部の存在を推定することが可能である。

この隆起部は本図幅地域東部と敏音知図幅地域東部との境界あたり，またはむしろそ

の少し南側の東方に位置したであろう。

　白堊系の削剝と第三系下部の堆積　白堊系の堆積盆地における相対的沖合部が，ヘ

トナイ世古期以後，時代の経過とともに東方へ移動していった運動は，白堊系堆積後

にもひきつゞき行なわれたようである。まず白堊系堆積後の堆積盆地の隆起状況につ

いてみると，白堊紀末期において少なくとも“東地区”西側に相対的沖合部を有する

ような堆積盆地が巨視的にみるとそのまゝ隆起した。その後漸新世になると，白堊紀

末期にみられたような堆積盆地と類似のものがほゞもとの場所に，また少し東方にず

れて再現し，宇津内層群の堆積盆地に転化した。他方この現象に関連して，白堊系堆

積後宇津内層群堆積期間を通じて，隆起をつゞけてきた西方の地域では削剝が行なわ

  註 12)　 浦河地方 1) では，Ur2( 浦河統最上部亜階 ) は向斜北翼よりも南翼の方がより沖合部であり，Ur3α ( ヘトナ
イ統下部階 ) でも南翼の方がより沖合部であるが，さらに上位の Ur4 β ( ヘトナイ統下部階 ) では北翼の
方がより沖合部である。さて浦河地方における白堊系の一般的な伸びの方向は WNW-ESE であるが、
これは後生変形にもとづくものであって，元来は北海道中軸帯白堊系の堆積盆地の一般的な伸びの方向
と同一であったと考えられる。したがって浦河地方においても浦河世末亜期からヘトナイ世古期にかけ
て相対的沖合部は東方へ移動した。以上に述べたように，北部区の図幅地域と南部区の浦河地方とは少
なくとも浦河世末亜期からヘトナイ世にかけて同じような堆積盆地の変遷を経過した。このことは両地
域がともに神居古潭帯内に位置していることに密接な関連がある。それはまた両地域のヘトナイ統の堆
積相にみられる若干の類似性にも反映されている。
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れ，しかもそれは西方ほど著しかった註 13)。白堊紀末 ( ヘトナイ世新期後半 ) から漸新世

にかけての相対的沖合部の東進は白堊紀直上地変 1)14) に伴なう蛇紋岩の迸入 ( およびお

そらく神居古潭帯の上昇 ) と関連をもつと考えられる。この地域の新第三系最下部で

ある宗谷夾炭層の堆積時期になると，宇津内層群の堆積盆地は侵蝕域に転化し，堆積

盆地の主体はこれまで侵蝕域であった西方に生じた。

Ⅱ．3．6　蛇　紋　岩

　蛇紋岩は図幅地域の中央南部と北東部とにおいて，南北方向の伸びをもって帯状に

広く分布し，さらに小岩体をなして 2，3 の地点に露出している。北東部のものは北海

道における蛇紋岩の分布の北限を示す。これらの蛇紋岩体は空知層群・蝦夷層群およ

び函淵層群を貫ぬいている。なお蛇紋岩と空知層群との接触部は宇津内川上流で観察

される。

　蛇紋岩には塊状のもの，および葉片状のものが優勢で，そのほかに滑石質のものも

ある。塊状のものは黝灰色〜暗緑色を呈し，比較的光沢に乏しく，緻密，堅硬で節理

がよく発達する。葉片状のものは暗緑色〜黝緑色を呈し，多少光沢および脂感があ

る。滑石質のものは淡緑色〜帯白色で，脂感が著しく軟弱である。葉片状および滑石

質のものは粘土化して，露頭では広く地崩れしやすい。なお角礫状のものもあって，

粘土化した軟かい蛇紋岩中に角礫状になった塊状の固い蛇紋岩塊が多量に含まれてい

る。外観が種々であるにもかゝわらず，鏡下ではあまり差異がなく，いずれも無色〜淡

緑色，葉片状の温板石の不規則な集合のほかにクロム鉄鉱および磁鉄鉱などが散在す

る。さらに蛇紋岩はきわめて細かい温石綿脈に貫ぬかれている。蛇紋岩の貫入時期は

白堊紀末ないし第三紀初期といわれている。なお蛇紋岩体には，脈岩としての微閃緑

岩および捕獲岩としてのロジン岩様岩が普遍的にみられ，さらに斑粝岩質岩および角

閃岩が処々にみられる。

　微閃緑岩は蛇紋岩体中に幅 10m 以下の岩脈として諸所にみられる。特有の色と，

堅いために蛇紋岩体中に突出して露出することとによって，その存在を認めやすい。

岩脈の伸びの方向は一般に N-S である。白色と黝灰色との白味がち霜ふり状の外観

を呈し，粗粒・細粒にかゝわらずほとんど一様の性質を示す。鏡下では完晶質で，斜

  註 13)　西隣りの豊富図幅地域では，浦河統下部階 (U2 相当層 ) さえもが宗谷夾炭層によって不整合におゝわ
れている。
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長石を主とし普通輝石・透輝石・褐色〜緑色角閃石および磁鉄鉱などからなり，さら

に一部に少量の石英が認められ，有色鉱物が緑泥石化していることもある。微閃緑岩

の岩脈は蛇紋岩の原岩が蛇紋岩化した直後あたりに貫入したものではないかと考えら

れる。

　ロジン岩様岩は図幅地域最北端部の成田沢に代表的な露出が認められ，幅 1m 前後

のレンズ状をなし，淡緑灰色を呈し，緻密かつ堅硬である。鏡下では，多量の黝簾石・

緑泥石，比較的多量の透輝石のほかに，ごくわずかの榍石，さらにヴェスヴ石や柘榴

石らしいものがみられる。しかしこの岩石は鈴木醇によって報告されたような典型的

なロジン岩ではない。

　斑粝岩質岩は図幅地域北東部の有
ゆうくり

栗の沢における小さい蛇紋岩体中に小岩体をなし

て露出する。鏡下では新鮮な部分 ( 残晶 ) は主として斜長石 ( ソーシュライト化する ) お

よび輝石 ( 緑泥石化ないし蛇紋石化する ) からなり，さらに鉄鉱・燐灰石などが認めら

れる。

　角閃岩は図幅地域南部の 14 線沢の右股において蛇紋岩体中に露出する。暗緑灰色

を呈し，樹脂光沢を帯び，片理が発達する。鏡下では陽起石・緑簾石・緑泥石・榍石

からなる。

Ⅱ．4　古第三系宇津内層群

　宇津内層群は図幅地域の南東隅に分布し，天北炭田の第三系のうちで特異な分布的

位置を占め，かつ北海道においてもっとも北に分布する古第三系である。本層群は白

堊系の函淵層群 (H4) を不整合におゝい，向斜構造を形成しているが，後者とは著し

い構造的差異を示さない。約 350m の厚さを有し，下部の海成層に始まり，上部の陸

成層に終わっている。整合関係をもって累重する下部層・中部層および上部層に区分

される。層相の概略は第 7 図に示される通りである。

　下部層　厚さ 150m 内外。主として暗灰色，風化すると淡灰色〜青灰色を呈する

無層理の泥質岩から構成される。基底部 ( 厚さ 30m 内外 ) はいくぶん粗粒であって，

シルト質細砂岩〜細砂質シルト岩からなり，炭質物微片をかなり含み，緑色砂粒 ( 海

緑石と思われる ) に富み，石灰質団塊も少なくない。基底部からは貝および有孔虫の

化石が多量に産出する。主部は暗灰色，風化すると白色を呈する泥岩およびシルト岩
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第 7 図　宇 津 内 層 群 層 相 槪 念 図

からなり，団塊に乏しい。暗緑色 ( 海緑石質と思われる ) 中粒〜粗粒砂岩がまれに介在

し，その厚さは 4 〜 5m 内外である。なお主部からブナの材化石 (Fagus sp.   または

Fagoxylon sp.，島倉巳三郎教授鑑定 ) が採集された。上限には泥灰岩がよく発達して

いる。この部分 ( 地質図に記入されている ) は厚さ 10m 内外であって，異常堆積を示

し，径 1m 内外の大きさに及ぶ灰色〜灰白色泥灰岩の団塊やブロックを不規則，かつ

多量に含む泥質岩であって，さらに厚さ約 2m の角礫状を呈する泥灰岩ないし泥灰質

砂岩を伴なうこともある。

　有孔虫化石

Haplophragmoides  sp .  

Dental ina  cf .   emaciata  REUSS 

Nodosaria  sp .  α  

Nodosaria  sp .  β  

Plectofrondicularia  cf .   packardi  CUSHMAN & SCHENCK 

Bulmina ezoensis  YOKOYAMA ( 多 )
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B.  ovata  d’ORBIGNY ( 多 )

B.  pupoides  d’ORBIGNY ( 多 )

B.  pyrula  d’ORBIGNY 

B.  schwageri  YOKOYAMA 

　　　　　 　( 鑑定：福田理技官 )

　貝化石

Acila picturata (YOKOYAMA) ( 多 )

Port landia ovata (TAKEDA) ( 多 )

Venericardia ezoensis  TAKEDA ( 多 )

V.   cf .   akagi i  KANEHARA 

Turri te l la  (?)  sp.  

　　　　　 　( 鑑定：水野篤行技官 )

　中部層　厚さ 150m 内外。おもに青灰色〜暗灰色の細粒〜中粒砂岩からなり，部

分的にはシルト岩を伴なう。この砂岩は風化すると白色または淡黄褐色を呈する。一

般に無層理であるが，下部ではきわめてうすい泥岩を挾んでわずかに層理を示すこと

がある。下限には厚さ約 5m の暗緑色 ( 海緑石質と思われる ) 中粒砂岩がみられる。化

石としては上部から有孔虫の Bathysiphon  sp.  が報告されている 7)。

　上部層　上限は侵蝕のために不明であるが，少なくとも 50m の厚さを有する。砂

岩と泥岩との互層で，各単層の厚さは 2 〜 5m である。砂岩は淡灰色，風化すると黄

褐色を呈し，粗粒〜中粒である。下部には炭層があって，その山丈は約 7m，炭丈は

約 4m である。炭層近くの頁岩にはきわめて保存不良の植物化石が含まれている。

　対比　宇津内層群と図幅地域内の他の第三系との層序的関係は，分布地域を異にす

るために直接には不明である。しかし本層群は，堆積物が細粒であり，かつ凝灰質で

ない点において，この地域の新第三系最下部にあたる宗谷夾炭層の最下部 ( 堆積物が

粗粒，かつ凝灰質である ) とは明らかに異なっている。本層群はかつて下部層から産

出する有孔虫化石によって幌内統に対比されたが 6)7)，貝化石による対比の根拠は不充

分であった。しかし今回下部層から採集できた貝化石のうち，多産するものはすべて

幌内層群産のものと共通である。このことは前記の有孔虫化石の場合についても指摘

できる。したがって少なくとも下部層は漸新世幌内統に対比される。
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　第 8 図　図 幅 地 域 の 新 第 三 系 層 序 槪 念 図
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Ⅱ．5　新  第  三  系

　図幅地域の新第三系はいわゆる天北炭田の南部地域を構成するもので，白堊系を不

整合におゝって発達する。主として図幅地域の西半部に広く分布し，一部はまた北東部

にも分布する。これらの新第三系は下位から，宗谷 ( 夾炭 ) 層・鬼志別層・増幌層・稚

内層・声問層・勇知層および更別層の 7 層に分けられる。新第三系の層相の概略は第

8 図に示される通りである。最下位の宗谷夾炭層は天北炭田の含炭層をなし，多数の

炭層を伴なう淡水成堆積物である。それより上位の地層はいずれも海棲動物化石を含

む海成堆積物であるが，最上位の更別層はそれより下位の地層を不整合におゝい，炭

層や海棲〜汽水性の貝化石を伴なう瀕海性堆積相を示している。

　図幅地域西部に分布する新第三系は，背斜をなす白堊系によって南北 2 つの区域に

分かれて発達し，それぞれベーズン構造を示し，かつ多数の断層によって切断されて

いる。図幅地域北東部の新第三系は，その下半部を欠いて稚内層が傾斜不整合で直接

白堊系をおゝっている。

Ⅱ．5．1　宗谷 ( 夾炭 ) 層

　宗谷夾炭層は，この地域における新第三系の最下位の地層で，白堊系を不整合にお

おって発達する。主として問寒別川上流および石炭別川上流流域に分布し，全層厚は

300 〜 450m である。おもにシルト岩・砂岩・細礫岩および凝灰岩などからなり，10

数枚の炭層または炭質頁岩層を挾有する。これらの構成岩石は一般に凝灰質で，かつ

軟質のことが多く，そのために普通には地形的に低い丘陵地を形成して分布する。

　下半部は一般に砂岩を主としシルト岩を従とする両者の互層からなり，場所によっ

ては細礫岩層を挾む。上半部はほとんどシルト岩から構成され砂岩層を含む。中部・

上部の炭層中には白色凝灰岩または凝灰質粘土岩を挾み，炭層の追跡に有効な鍵層と

なることがある。なお白堊系に接する本層の基底部は，砂岩・礫岩の互層にシルト岩

の薄層や数枚の薄い炭層を伴ない，場所によっては礫岩が優勢に発達することもある。

たとえば，問寒別川上流の幌延炭砿東方や石炭別川上流の石炭別附近などにおいて

は，礫岩層が著しく発達している。この基底部はいわゆる曲淵層に相当する部分であ
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るとも考えられるが，全地域にわたって充分に追跡できず，また対比に役立つ古生物

学的資料註 14) も得られなかったので，本図幅では一括して宗谷夾炭層に含めて取扱う

ことにした。

　礫岩はおゝむね淘汰が良好で径 2cm 以下の円礫からなり，砂岩や泥岩の偽礫を散

含する。礫種にはチャート・粘板岩や白堊系から由来したと思われる砂岩・泥岩・泥

灰岩のほかに，流紋岩などがある。砂岩は青灰色または灰白色を呈し，細粒〜中粒の

ものが多いが，下半部には粗粒または礫質のものも認められる。層理は一般に比較的

明らかであるが，しばしば斜交層理を示すことがある。細粒〜中粒砂岩は鏡下におい

て，斜長石・石英・普通輝石・緑泥石などがもっとも普通に認められ，その他古期岩

石の岩粒なども少なくない。シルト岩は暗灰色または帯青暗灰色を示し，風化すると

黄褐色〜赤褐色となり，層理の明瞭なものが多い。しばしば炭質物微片を縞状に含み，

また植物葉化石や炭化材片などを含み，小団塊を点在することもある。

　凝灰岩または凝灰質粘土岩は白色〜淡青灰色を呈し，しばしば緻密・堅硬のことが

ある。しかし風化して水分を吸収するとベントナイト質となり，炭砿の坑内保持の障

碍になっている。新鮮な凝灰岩を鏡下で検すると，ガラス質の基質中に石英・黒雲母・

長石類を含み，酸性火山岩から由来したものと考えられる。

　本層の各炭層の上盤をなすシルト岩中には植物葉化石を多数に含み，ことに中部の

炭層に伴なって産出するものが保存良好である。幌延炭砿の坑内およびその附近・問

寒別十六線沢上流などにおいて採集し得たものは次の通りである。

Equisetum cf .   arct icum  HEER 

Metasequoia occidental is  (NEWBERRY) CHANEY 

Glyptostrobus europaeus  (BRONG.)  HEER 

Juglans  cf .   shanwangensis  HU & CHANEY 

Carya miocathayensis  HU & CHANEY 

Populus balsamoides  GOEPPERT 

Carpinus subcordata  KONNO 

Betula  sp .  

  註 14)　天北炭田北部においては，新第三系の最下部に基底相として砂岩・礫岩・シルト岩などからなり，多量
の貝化石を含有する曲淵層が発達している。しかし，本図幅地域を含む炭田南部における基底部には貝
化石がまだ発見されていない。したがって，南部においては曲淵層が堆積しなかったのか，または南部
に向かって漸次海成から陸成に変わったのか，現在のところいずれであるとも断定することはできない。
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Alnus cf .   usyuensis  HUZIOKA 

Ulmus appendiculata  HEER 

Aesculus  majus  (NATHORST) TANAI 

Acer ezoanum  OISHI & HUZIOKA 

A.  subpictum SAPORTA 

Cornus cf .   magaphyl la  HU & CHANEY 

I lex  (?)  sp.  

　　　　     　( 鑑定：棚井敏雅助教授 )

Ⅱ．5．2　鬼  志  別  層

　鬼志別層は下位の宗谷夾炭層を軽微な不整合でおゝい，主として砂岩からなる海成

層である。おもに浅茅野および石炭別ベーズン構造地域 ( 第 9 図 ) において鉢巻状にそ

の中心部を取り巻くように分布し，一部は断層に切断されて問寒別川支流の十六線沢

上流に小区域をしめて分布する。80 〜 250m の厚さを有するが，大局的にみると図幅

地域の北部に厚く，南部に向かって次第に薄化する傾向を示している註 15)。

　基底部は一般に礫質粗粒砂岩からなり，場所によって小礫を点在し，またしばしば

炭礫を含有していることがある。礫には古期岩類の円礫のほかに，下位の宗谷夾炭層

から由来した堆積岩の亜円〜角礫を含む。下位層との接触面は明らかに波状を呈し，

宗谷夾炭層の侵蝕面上に堆積したことを示しているが，本地域における侵蝕の程度は

それほど著しくないようである。

　基底部以外は主として細粒〜中粒砂岩からなり，場所によって礫質粗粒砂岩または

細礫岩およびシルト岩の薄層を挾む。これらの砂岩は一般に青灰色または緑灰色を呈

するが，また海緑石粒を含んで暗緑色を示すものも少なくない。また砂岩は一般に無

層理であり，さらに泥質を帯びることがあり，このものは風化すると玉葱状構造を示

すことがある。シルト岩は一般に無層理で灰色を呈し，しばしば砂質を帯び，風化す

ると黄褐色となる。本層の下部において，しばしば石灰質団塊が含まれることがある。

　本層中には海棲貝化石が比較的多く含まれているが，ことに下部に豊富である。幌

  註 15)　この傾向は，南方に向かってますます増大し，南隣りの敏音知図幅地域においては，本層はまったく消
失している。
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第 9 図　  図 幅 地 域 地 質 構 造 単 元

延炭砿附近および十六線沢上流において採集されたものは次の通りである。

Yoldia  sp .  

Cardium  sp .  

Macoma tokyoensis  MAKIYAMA 

Psephea  sp .  

Lucina  sp .  

Acila  sp .  

Mya cunei formis  (BOHM) 

Neptunea  sp .
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Turri te l la  sp.  

Dental ium  sp .  

　　　　　 　( 鑑定：魚住　悟氏 )

Ⅱ．5．3　増　幌　層

　増幌層は主として浅茅野および石炭別ベーズンの中核をなして分布し，さらに浅茅

野ベーズンの南部に断層に断たれて小区域に分布する。図幅地域内では上限が不明で

あるが，露出する限りでは 600 〜 900m の厚さを有する。

　下位の鬼志別層とは整合関係にあるが，その基底部には暗緑色の凝灰質粗粒砂岩が

発達している。層相変化が著しい地層で，礫岩・砂岩および泥岩層が種々の厚さをも

ってひんぱんに交互累重する。一般に斜交層理の発達が顕著で，また層間異常や同時

礫の存在など，乱堆積相を示すことが多い。

　本層を構成する岩石は一般に暗色を呈し，暗緑灰色または帯青暗灰色を示すものが

多い。礫岩はチャート・砂岩・粘板岩・輝緑凝灰岩などの古期岩石や花崗閃緑岩・蛇

紋岩・安山岩などの多種類の細礫〜中礫からなり，亜円〜亜角礫が普通である。砂岩

は暗青灰色〜暗緑灰色を呈し，細粒〜粗粒であるが，おゝむね淘汰が悪く，不均質で

あることが特徴的である。暗緑色を示す砂岩は下半部に多く，著しく凝灰質であり，

緑泥石化作用を受けている。泥岩は暗灰色〜帯緑暗灰色を呈し，一般に砂質を帯び不

均質で，また軽石粒や炭質物などをしばしば含んでいる。

　本層中からは貝化石がみいだされなかったが，問寒別川支流の十六線沢上流に分布

する泥岩には Cyclammina  sp .  その他の有孔虫化石が散点しているのを認めた。本層

はその特徴的な堆積相や層序的関係から考えても，留萠―苫前地方の古丹別層や石狩

地方の川端層に明らかに対比されるものである。

Ⅱ．5．4　稚　内　層

　稚内層は図幅地域の南西隅地域，すなわち問寒別川支流の十六線沢上流流域と，北

東隅地域，すなわちニタチナイ川・ヤスベツ川上流流域とに分布する。図幅地域内で

は本層の下限から上限まで連続して露出していないので，全層厚は不明であるが，少

なくとも 300m の厚さを有する。
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　主として硬質頁岩からなり，堅硬な珪質頁岩・砂岩および凝灰岩層を挾む。

　図幅地域南西隅に分布するものは下位の増幌層を不整合におゝうが，図幅地域内で

はこの基底註 16) は認められない。北東部に分布するものは直接に白堊系を傾斜不整合

をもって覆蔽し，基底部には礫質岩および粗粒砂岩が発達する。

　頁岩は一般に暗灰色を呈し，風化すると黄褐色・赤褐色，さらに白色となり，比較

的堅硬であるが不規則な裂理が発達して，層理はやゝ不明瞭なことが多い。露頭では

小角片に破砕し易く，破砕面には水酸化鉄の年輪状ないし渦巻状の縞模様が現われ

る。砂岩は量的に多くないが，むしろ下部ないし最下部に発達する。砂岩は暗灰色を

呈し，細粒〜中粒であるが，まれに粗粒のこともある。一般に堅硬で，しばしば石灰

質のものがあり，連続性に乏しくレンズ状を示すものが多い。また，本層の中下部に

は石灰質団塊またはレンズを含有することがある。最上部の頁岩はやゝ凝灰質とな

り，暗灰色の凝灰質シルト岩と互層し，後者が優勢になるに従って上位の声問層に移

化する。

　貝化石の産出はきわめてまれであるが，魚鱗・有孔虫化石や Sagari tes  は比較的普

通に認められる。

Ⅱ．5．5　声　問　層

　声問層は図幅地域の南西部のみに分布するもので，問寒別川支流の十六線沢流域に

発達する。下位の稚内層から漸移し，その最上部の頁岩が凝灰質となり，まったく塊

状の凝灰質シルト岩になる部分をもって本層の基底とする。本地域ではきわめて厚く

発達し，幌延炭砿南部においては約 500m の厚さを有するが，図幅地域南西隅におい

ては 350m 内外に薄化して南方に続いている。

　主として凝灰質シルト岩から構成され，全層を通じて塊状で層理をほとんど示さな

い。このシルト岩は暗灰色〜帯青暗灰色を呈するが，風化すると灰白色を呈し不規則

な塊状に破砕し，また露頭面に沿って剝理を示す傾向がある。また風化によって同心

円状の茶褐色の縞模様を呈することが多いのも特徴的である。おゝむね珪藻土質のこ

とが多く，軟質で侵蝕に弱いので，本層の分布地域はきわめて低夷な地形を呈してい

る。最上部は次第に砂質となり，上位の勇知層に漸移する。

  註 16)　南隣りの敏音知図幅地域では，本層の基底部に厚さ数 m の礫質粗粒砂岩が認められ，増幌層最上部のシ
ルト岩層の凹凸ある侵蝕面上に発達し，一部に海棲貝化石を含む。
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　貝化石は比較的少ないが，Sagari tes は全体を通じて豊富に認められ，有孔虫化石

も少なくない。十六線沢流域において採集し得た化石には次のようなものがある。

Port landia  (Megayoldia)  thraciaeformis  (STORER) 

Neptunea modesta  (KURODA) 

Call ianassa  (?)  sp.  

Hyas  cf .   t suchidai  IMAIZUMI 

　　　　　　   ( 鑑定：魚住　悟氏 )

Ⅱ．5．6　勇　知　層

　勇知層は図幅地域南西部の十六線沢流域に分布し，とくにその本流に沿って東西方

向に帯状に広く発達し，250 〜 300m の厚さを有する。下位の声問層から漸移し，主

として暗青色の細粒〜中粒砂岩からなり，下部に暗灰色シルト岩および白色凝灰岩の

薄層を挾むことがある。

　砂岩は無層理で，一般に細粒であるが，下部のものはやゝシルト質で微細粒の部分

も認められ，上部のものは細粒〜中粒である。これらの砂岩は一般に膠結度が弱く軟

弱であり，声問層と同様に他の地層に較べて低夷な地形をつくっている。

　下半部にはしばしば貝化石を多産するが，保存不良のものが多い。十六線沢本流お

よびその枝沢において採集したもののうち，次のようなものを鑑定することができた。

Anadara tr i l ineata  var.  calcarea GRANT & GALE 

Lucinoma  sp .  

Clinocardium  sp .  

Serripes  laperrousi i  (DESHAYES) 

Neptunea  sp .  

　　　　　  　( 鑑定：魚住　悟氏 )

Ⅱ．5．7　更　別　層

　更別層は図幅地域南西部の十六線沢の本流から南部に主として広く分布し，一部は

問寒別川に沿ってそれより東方の低夷な丘陵地や丘陵地内の谷に沿って，段丘堆積物

におゝわれて断片的に露出している。十六線沢では下位の勇知層にたいして平行不整
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合の関係を示し，問寒別川本流から東部においては声問層を覆蔽している。

　上限は明らかでないが，300m 内外の厚さを有する。主として礫岩・砂岩・シルト

岩の不規則な互層から構成され，亜炭層および凝灰岩層を多数挾在する。基底には厚

さ 1m 内外の礫岩層を有し，十六線沢流域では下位の勇知層の砂岩の凹凸ある侵蝕面

上に発達している。下部は中粒〜粗粒砂岩を主とし，シルト岩を従とする不規則な互

層からなり，礫岩を挾む。中部はシルト岩がちの中粒砂岩との互層であるが，多数の

亜炭層を挾有し，また白色凝灰岩および礫岩を数層伴なっている。上部はふたゝび砂

岩がちのシルト岩との互層であるが，上部になるにしたがって砂岩が優勢になり，礫

岩層や薄炭層を伴なうようになる。

　礫岩は円磨された細〜中礫からなり，礫種としてはチャート・花崗閃緑岩・蛇紋岩

やその他の古期岩石がもっとも多く，第三系の砂岩・頁岩なども多少認められる。砂岩

層は一般に 1 〜数 m の厚さを有し，斜交層理を示すことが多い。砂岩は青灰色〜暗

青色を呈し，下部のものにはおゝむね細粒〜中粒のものが多いが，上部では粗粒のも

のが多く，また上部の砂岩ほど未凝固で粗鬆である。シルト岩は一般に凝灰質で，場

所によっては著しく砂質の部分もあり，新鮮面では暗灰色または帯青暗灰色を示す

が，風化すると灰色〜灰白色を呈する。本層中には数枚の亜炭層が挾在するが，いず

れも 0.2 〜 0.5m の厚さを有するにすぎず，まれには 1m 近くの厚さに及ぶものもあ

る。これらの亜炭は大部分が泥質亜炭であり，質が粗悪で，現在のところ稼行の対象

にならない。

　本層中部のシルト岩からは多数の海棲貝化石を産出し，また中上部のシルト岩から

は Corbicula のような汽水性貝化石を産出する。さらに亜炭層を多数挾在する中部

にはしばしば多くの炭化した材や樹根を含むことがある。

　貝化石を十六線沢支流において採集することができたが，それらは保存がきわめて

悪く，次のものを鑑定し得たにすぎない。

Cardium sp.  

Corbicula  sp .  

Macoma  cf .  tokyoensis  MAKIYAMA 

Mya japonica oonogai  MAKIYAMA 

Turri te l la  nipponica  YOKOYAMA 

　　　　　　  ( 鑑定：魚住　悟氏 )
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　そもそも更別層は宗谷本線徳満駅東方の街道の崖を模式地として佐々保雄 (1950) に

よって設定されたもので，天北炭田西部地域において下位の勇知層を傾斜不整合にお

おって広く発達している。佐々によると，本層は未固結の砂・礫および粘土の不規則

な互層からなり，亜炭層を含む純然たる陸成堆積物とされている。図幅地域および南

隣りの敏音知図幅地域内の本層は西部地域とやゝ岩質を異にし，かつ海棲貝化石をも

産出するので，あるいは佐々の更別層とは異なるものであるとも考えられるが，こゝ

では一応更別層として取り扱っておくことにする。

Ⅱ．5．8　脈　　岩

　安山岩および粗粒玄武岩が岩脈をなして宗谷夾炭層を貫ぬいている。

　安山岩質岩の岩脈は 17 線沢上流西方の山稜に露出する。灰白色を呈し，肉眼では斑

状構造が明らかに認められる。斑晶には斜長石・柴蘇輝石および普通輝石 ( 部分的に

緑泥石化 ) があり，微斑晶として黒雲母がみられる。石基は斜長石・有色鉱物 ( 緑泥

石化する )・ガラス ( 脱ガラス作用を受けている ) および鉄鉱からなる。

　粗粒玄武岩の岩脈は前者の南東に露出し，幅は 2m 内外である。この岩石は外観が

暗灰色を呈し，肉眼的に斑状構造が明らかである。斑晶には斜長石・紫蘇輝石・普通

輝石 ( 周辺が緑泥石化する ) がみられる。石基は塡間組織を示し，斜長石・有色鉱物

( ほとんど炭酸塩化ないし緑泥石化する ) および鉄鉱からなる。

Ⅱ．6　第　四　系

Ⅱ．6．1　更　新　統

　猿払川・問寒別川・ヤスベツ川各流域には，少なくとも 60 〜 80m( 場所によっては

100m 近く )，40 〜 60m，20 〜 40m および 10m 内外の標高をもつ 4 段の段丘面が発

達している。これらの段丘のうち，60 〜 80m( 場所によって 100m 近く ) の標高をも

つ段丘がもっとも広く分布する。これは周辺の地形から推察すると，当時の入江の隆

起によって形成されたと考えられる。それ以下の標高をもつ段丘には明らかに河成の

ものがあるが，さらに海成のものも存在するであろう。

　これらの段丘面をおゝって段丘堆積物が広汎に分布し，それらは砂・礫および粘土
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から構成される。段丘堆積物は地質図において新旧の区別をしないで一括した。段丘

堆積物の厚さは一般に 5 〜 6m で，10m を超えない。北部の猿払川流域の段丘堆積

物はもっとも広く分布し，南方および西方に向かって分岐し，ヤスベツ川流域のもの

もまた広く分布する。また問寒別川流域のものは東西方向に狭く南北方向に長く伸び

る。なお蛇紋岩地帯周辺の段丘堆積物中にはとくに砂クロムが含有されている。

Ⅱ．6．2　現　世　統

　河川の冲積地を埋積している冲積層で，砂・礫・粘土および泥炭からなる。猿払川

流域およびヤスベツ川流域の冲積地は大部分が湿地をなしていて，ほとんどが農耕地

として未開拓のまゝである。問寒別川東側の白堊系分布地域の地形が急峻であり，ま

た蛇紋岩分布地域が侵蝕されやすいので，これらを含む地域の西縁にはとくに崖錐堆

積物や扇状地堆積物が発達し，さらに蛇紋岩体の西縁部には主として蛇紋岩の角礫か

らなり，著しく固結した崖錐堆積物が諸所にみられる。なお蛇紋岩地帯を流下してい

る河川に沿う冲積層中には，砂クロムおよび砂白金などが含まれている。

Ⅱ．7　地  質  構  造

　後期中生界空知層群は，図幅地域では白堊系下部蝦夷層群に不整合におゝわれてい

るらしいとされている 19)。図幅地域では空知層群と白堊系 ( 蝦夷層群・函淵層群 ) との

直接の関係はわからないが，両者は構造的に調和している。空知層群の構造について

は層序のところでふれたので，こゝでは省略し，主として白堊系および第三系の構造

を述べる。

　函淵層群上部と古第三系宇津内層群とは，侵蝕間隙のあまり大きくない見掛上平行

不整合の関係にあって，両者の間には構造形態について根本的に差異は認められな

い。また白堊系は，函淵層群上部・上部蝦夷層群最上部，さらに場所によっては上部

蝦夷層群主部のような種々の層準をもって，新第三系最下部の宗谷夾炭層に不整合に

おゝわれている。白堊系と宗谷夾炭層との関係は，野外において見掛上平行不整合的

であるが，侵蝕間隙のかなり大きい傾斜不整合である。しかし白堊系と宗谷夾炭層と

の間には顕著な構造的差異はみられない。このように白堊系・宇津内層群・宗谷夾炭



56

層はたがいに構造的調和性を示す。しかし白堊紀末期ないし第三紀初期に ( 函淵層群

堆積後宇津内層群堆積前に ) 顕著な構造運動 ( いわゆる白堊紀直上地変といわれてい

るもの。しかし著しい褶曲・断裂は行なわれなかった ) が行なわれ，これに伴なって

蛇紋岩が N-S 方向の構造的弱線に沿って迸入した。なお稚内層以下の第三系は白堊

系とともに稚内層との間に顕著な構造的間隙を示す。

　宇津内層群堆積時期から宗谷夾炭層堆積時期にかけては，構造運動の西進に伴なっ

て堆積盆地の主体が西方へ移動した。すなわち大局的にみて東側の堆積域は侵蝕域

に，西側の侵蝕域は堆積域に転化した。その後，宗谷夾炭層から増幌層にいたる新第

三系の堆積期間中にも，侵蝕間隙の短い不整合関係や岩相の急激な変化 ( とくに増幌

層の堆積 ) によって反映されているように，構造運動が漸進的に行なわれていったに

しても，褶曲・断裂を伴なうような顕著な構造運動はみられなかった。しかし増幌層

堆積後稚内層堆積前には褶曲・断裂を伴なう著しい構造運動を蒙った。この運動は新

第三系の堆積盆地を変化させただけでなく，稚内層以前の第三系と白堊系とを変形せ

しめ，現在みられるような両者の調和的な構造形態の根幹をつくり，とくに図幅地域

東部・中央部の白堊系の基本的構造を形成した。さらに勇知層堆積後更別層堆積前，

および更別層堆積後段丘堆積層堆積前，すなわち第三紀末期ないし第四紀初期にも構

造運動が行なわれ，とくに後の時期の構造運動は図幅地域西部の現在みられるような

構造形態 (NW-SE および NE-SW 方向の構造要素によって特徴づけられる ) の形成

に関与した。

　以上に述べたように，図幅地域に関する限りでは，白堊紀末から第三紀を通じての

構造発達史には第 1 表に示したような 5 階段が認められ，とくに地質構造の形成に根

本的に関与した顕著な構造運動としては 2 階梯のものがある。

　図幅地域は，大構造単元の配列からみると，東側の神居古潭帯と西側の石狩帯とに

またがっている。神居古潭帯は，図幅地域では蛇紋岩の不連続的な分布によってその配

置が示されているので，石狩帯との境界は劃然としていない。神居古潭帯と石狩帯と

では構造相が異なる。前者における構造要素 ( 褶曲構造・断層 ) は一般に N-S 方向を

示すが，石狩帯におけるものは一般に NW-SE 方向をとる。さらに両帯の境界部附

近では NE-SW 方向の構造要素が卓越している。なお E-W 系の断層は両帯を通じ

てみられ，神居古潭帯におけるものは当然 N-S 系の断層と，石狩帯におけるものは
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NW-SE，NE-SW 系の断層と関連がある。また構造形態が地層の新旧によって異

なり，巨視的にみると空知層群―白堊系，宇津内層群―増幌層，稚内層―勇知層，更

別層の順に段階的に変形 ( 褶曲・断裂 ) が弱くなる。この地域に発達する種々の方向の

構造要素は必ずしも同一時期に成生されたものではない。白堊紀末期―古第三紀から

新第三紀中期 ( 増幌層堆積時期 ) にかけての巨視的にみた堆積盆地の西方への移動に伴

なって，構造要素も巨視的にみると西部の方においてより後生のものが出現している

と考えられる。このことは前述したように，とくに西部における NW-SE 方向の構

造要素およびそれに伴なう NE-SW 系のものについて指摘されるであろう。

　図幅地域は第 9 図に示されているようにいくつかの構造単元に区分される。東部の

宇津内褶曲区・猿払川向斜区は神居古潭帯に，西部の石炭別背斜区・石炭別ベーズン

区・浅茅野ベーズン区は石狩帯に含められる。さらに上猿払背斜区の西部はほゞ両帯

の境界部にあたる。

Ⅱ．7．1　白堊系の地質構造

　白堊系は巨視的にみるとほゞ南北方向に走り北方に向かって沈下する大きな複背斜

構造をなす。複背斜構造にみられる構造要素 ( 褶曲構造・断層 ) には，東部・中央部で

は N-S 方向のものが優勢であるが，北西部では NW-SE 方向の背斜構造を派生する

ので NW-SE 方向のものが卓越し，両単元の境界部では NE-SW 方向のものが発達

する。地層の傾斜は一般に 40 〜 60°内外であるが，しばしば 20°または 80°内外にな

ることもある。

　白堊系の複背斜構造の東翼を構成する東部の宇津内ベーズン亜区，その西側の猿払

川向斜区の両構造単元は，前述のような白堊紀末期 ( ヘトナイ世新期 )―古第三紀にお

ける相対的沖合部の位置と関連がある。またほゞ宇津内褶曲区 ( 宇津内ベーズン亜区を

含む ) と猿払川向斜区との境界をなしている背斜部および上猿払背斜区の中央部，す

なわち複背斜構造の主軸あたりに，蛇紋岩体が N-S 方向の伸びをもって分布して

いることは，このような背斜部の胚芽の形成が蛇紋岩の迸入と密接な関連があること

を暗示する。したがって上記のような N-S 方向をとる猿払川向斜・宇津内ベーズン

構造の胚芽が少なくとも白堊系最上部の堆積・白堊紀直上地変 ( 蛇紋岩の迸入など )・

古第三系の堆積に規定されて形成されたと考えられる。これにたいして，NW-SE 方
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向の石炭別背斜の形成は前述のようにまったく後生変形にもとづく。

　白堊系分布地域は構造的にみると東から宇津内褶曲区・猿払川向斜区・上猿払背斜

区・石炭別背斜区の 4 単元に区分される。

　宇津内褶曲区　西限は N-S 系の大断層，すなわち宇津内断層であって，この断層

は主として東落ちである。この区域には函淵層群が発達し，上部蝦夷層群最上部も伴

なわれる。また南部の宇津内ベーズン亜区では宇津内層群が外座層 (outlier) として

分布する。この区域では褶曲の波長が短かく，かつ褶曲軸が波状に起伏する。すなわ

ち褶曲軸が 1 方向だけに沈下しない。したがって小規模なベーズン状構造が諸所に認

められる。この区域の南部に発達する N-S 系の断層群は西落ちで，北部の E-W 系断

層群は南落ちである。

　猿払川向斜区　東側は宇津内断層に，西側は N-S 系の大断層である猿払川断層に

よって限られる。後者の断層は東落ちである。この区域では主として函淵層群が発達

し，蛇紋岩も分布し，さらに空知層群が北部と南部とで地塁をなして現出している。

褶曲の波長は大きく，褶曲軸は北方に向かって沈下する。北部の E-W 系断層群は前

述の区域の場合と同様に南落ち，南部の E-W 系断層群は北落ちである。

　上猿払背斜区　西側の限界はもっとも西方に位置する NE-SW 系の石炭別断層で

ある。この断層は主として東落ちである。この区域は広大な面積を占め，複背斜構造

の主体をなす。中部蝦夷層群・上部蝦夷層群・函淵層群が分布し，ほゞ軸部にあたる

ところに蛇紋岩体が N-S 方向の伸びをもって分布する。この区域の中北部には波長

の短い褶曲が発達している。褶曲軸はすべて北方に向かって沈下するが，西縁部では

西側の石炭別背斜区への漸移部として褶曲は E-W 方向をとり，軸が西方に向かって

沈下する。E-W 系・NNE-SSW 方向の断層群が発達し，前者は一般に北落ちであ

る。なお蛇紋岩体は，両側における地層の分布状態，層相，地質構造などから判断する

と，構造的弱線 ( たとえば胚芽的背斜軸部における断裂 ) の存在が推定されるような位

置を占めている。

　石炭別背斜区　ほゞ NW-SE 方向をとり，地層の分布状態が東側の上猿払背斜の

場合とかなり異なる。この区域では上部蝦夷層群だけが分布し，背斜の南翼が北翼よ

りもより多く削剝されている。NNW-SSE 方向の断層群が卓越する。背斜は，北西

方 ( 西隣りの豊富図幅東縁部 ) の状況をも考慮すると，南東方に向かって沈下する。ま
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た東側の上猿払背斜区の西縁部の状況をも考慮に入れると，石炭別背斜区の南東部が

もっとも沈下している。これに関連して，石炭別背斜の両側において新第三系が北側

の石炭別ベーズン構造と南側の浅茅野ベーズン構造とをつくって分布する。

Ⅱ．7．2　第三系の地質構造

　第三系の分布地域は宇津内ベーズン亜区・ヤスベツ単斜亜区・浅茅野ベーズン区お

よび石炭別ベーズン区の構造単元を含む。

　宇津内ベーズン亜区　宇津内褶曲区 ( 主として白堊系が分布する ) 内の 1 小単元であ

る。ほゞ N-S 方向の長軸をもつベーズン構造を呈し，宇津内層群によって占められ

る。この地層は直下の白堊系に較べて多少緩い傾斜を示し，傾斜角度は一般に 30°内

外ないしそれ以下である。

　ヤスベツ単斜亜区　前者と同じく宇津内褶曲区内の 1 小単元であるが，東方地域の

状況を考慮すると，むしろ図幅地域の東方に向斜軸を有する 1 向斜 ( 稚内層が分布す

る ) の西翼の一部を示しているにすぎない。こゝに分布する稚内層は一般に 10°内外

のきわめて緩い傾斜をもつ。

　浅茅野ベーズン区　NNW-SSE 方向の向斜軸を有する楕円状の 1 ベーズン構造を

示す。このベーズン構造は東翼が西翼よりも急斜し ( 東翼は 45 〜 55°，西翼は 30 〜

50°)，新第三系増幌層を中核としてその周囲に漸次下位の地層が露出する。しかし西

翼では軸にほゞ平行する正断層によって新第三系が繰り返すために，白堊系が分布し

ていない。

　浅茅野ベーズンの南方に隣接して，断層に切断された 1 ドーム構造の南端部が認め

られる。このドーム構造は断層による変形以前では前述のベーズン構造と雁行して配

列していたものと考えられる。さらに図幅地域西端部は南方地域から北々西に延びる

1 背斜構造の東翼部にあたり，前述のドームとの間の向斜部はその軸にほゞ沿った

NNW-SSE 方向の正断層によって割られたものであろう。

　要するに，この地域の新第三系は NNW-SSE 方向に走る褶曲構造を示して雁行状

に配列し，その後褶曲構造にほゞ平行する断層によって変形された。さらにその後に

もこれらの構造方向にほゞ直交する，すなわち NNE-SSW 方向の断層によって断裂

され，一層複雑な構造を呈するようになった。
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　この区域の南部に認められる緩傾斜の微褶曲構造は，南隣りの敏音知図幅地域内よ

り北上してほゞ N-S 方向に延び，上記の構造方向のいずれとも斜交し，明らかに後

期の運動にもとづくと考えられる註 17)。

　石炭別ベーズン区　浅茅野ベーズンの北方，石炭別背斜をへだてて，NNW-SSE

方向のベーズン構造が浅茅野ベーズンに雁行して配列し，図幅地域内ではその南半部

が認められる。浅茅野ベーズンと同様に増幌層を中核としてその周囲を鬼志別層・宗

谷夾炭層が取り巻いて発達する。西翼の構造は比較的簡単であるが，東翼の構造は若

干複雑のようである。

Ⅲ．応　用　地　質

　本図幅地域内の鉱産資源としては，砂白金・砂クロム・石炭がある。砂白金・砂クロ

ムは漂砂鉱床として各河川に沿うて発達する段丘堆積層中に賦存し，規模が小さいの

で，現在稼行されていない。石炭は宗谷夾炭層中に主要なものが挾有され，一部稼行

されている。なおこの地域における土地の開発が進展するにつれて，今後は砂利や土

木建築用石材の供給が問題となるであろう。

Ⅲ．1　砂白金 5) および砂クロム 17)

　砂白金および砂クロムは段丘堆積物または冲積層の砂礫層中に含まれ，とくに問寒

別川上流流域に賦存している。

　砂白金は砂クロムの副産物としてみいだされ，その産出は砂クロムほど普遍的では

ない。鉱床は問寒別川本流の上流東岸およびその支流流域に発達し，砂白金は礫層の

最下底に存在する。昭和 20 年まで北海道砂鉱開発株式会社によって採取された。

　砂クロムは大正 10 年に発見され，その後北海道砂鉱開発株式会社によって昭和 13

年から 20 年まで採掘され，出鉱総量は 2,500t といわれている。砂クロム鉱床は段

  註 17)　このような構造形態は更別層堆積後の運動に規定されている。しかしその胚芽の出現は少なくとも更別
層堆積前にさかのぼり，天北炭田西部における第三系の勇知・更別層間の構造的間隙を諳示するものか
も知れない。
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丘内小沢に生じた再生鉱床と，蛇紋岩に源を発する河川の流域の鉱床とに区別される。

前者は新第三系を基盤とする地域 ( 安斉の沢，富岡の沢 ) にみられ，推定鉱量は 4,000

t 内外，水洗精鉱品位は Cr2O3 50%以上である。後者は問寒別川本流・八目沢にみ

られ，推定残存鉱量は 450t 内外，八目沢における水洗精鉱は磁鉄鉱を含有し，品位

は 45％である。

Ⅲ．2　石　　炭

　本地域の石炭は古第三系宇津内層群・新第三系最下位の宗谷夾炭層，さらに最上位

の更別層に挾在するが，稼行対象となるのは宗谷夾炭層中のもののみである。

　図幅地域は天北炭田の南東部地区を占め，宗谷夾炭層中の炭層の発達および炭質は

同炭田の他地区に較べて比較的良好である。幌延炭砿附近では炭層数 13，旧浅茅野炭

砿附近において 10，石炭別ベーズン地域では約 6 層がそれぞれ発達するが ( 第 10 図 )，

これらの大半は層厚の膨縮が著しく不安定のものが多い。したがって現在稼行の対象

となるものは，それぞれの地区において 2 〜 3 層にすぎない。石炭は黒色〜黒褐色を

呈し，暗炭部と輝炭部の薄い互層を示す縞状炭が大部分で，風化に弱く細片に破砕し

易い性質がある。炭質は日本工業規格 (JIS) の E 〜 F2 に属する褐炭である。

　本地域の石炭は埋蔵量としてはかなり恵まれているが，低品位なことと交通不便な

ために著しく開発が遅れ，現在のところ問寒別川上流において幌延炭業株式会社幌延

炭砿および三福鉱業所豊神炭砿の 2 ヵ所で稼行されているにすぎない註 18)。

　幌延炭砿　当地区の開発は大正 6 年頃にまでさかのぼる。しかし，本格的に稼行さ

れるに至ったのは，昭和 5 年北海道庁によって問寒別市街から問寒別川に沿う約 20

km の簡易軌道が布設されて以来のことである。その後，鉱業権者の変更は数回に及

び，現在は幌延炭業株式会社の経営によっている。

　浅茅野ベーズン構造の東翼南部の炭層を稼行しているもので，現在は宗谷夾炭層に

挾在する 13 層のうちで中位にある 5 番層を採掘している。現在稼行中の 5 番層 ( 第 11

図 ) は山丈約 2.5m，炭丈約 1.5m であるが，上盤に凝灰質粘土岩層があって，いわ

  註 18)　調査当時，稼働中のこの 2 炭砿は，その後豊神炭砿は断層に逢着して昭和 32 年春に閉山し，また幌延炭
　　　     業は炭況の惡化，坑内条件の惡化などのために昭和 33 年秋休山のやむなきに至っている。
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第 10 図　   図 幅 地 域 内 に お け る 宗 谷 夾 炭 層 中 の 炭 層
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第 11 図　幌延炭砿五番層柱状図 ( 一坑，右二片 )

ゆる盤ぶくれが著しく，稼働中の沿層斜坑の第一坑は運搬坑道の維持にきわめて困難

な状況にある。

　炭質は天北炭田の他地区のものに較べて良好であり，黒褐色を呈する縞状炭である

が，場所によって光沢あるメナシ炭をレンズ状に挾有する。昭和 32 年度において

48,000t の出炭量を示し，すべて村営の簡易軌道によって宗谷本線問寒別駅に搬出し

ている。本炭砿の石炭は工業分析値が次の通りであり，一般燃料用に供せられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　豊神炭砿　問寒別川の東側で幌延炭砿の南東に位置し，同じく浅茅野ベーズンの東
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翼南部を占める。炭層は宗谷夾炭層中に挾在し，稼行可能のものは 2 層である。三福

鉱業所豊神炭砿によって昭和 29 年開坑され，現在に及んでいる。稼行炭層は 1 番層

で，山丈は 2.08m，炭丈は 1.87m，発熱量は 3,000 カロリー内外である。

　旧浅茅野炭砿 3) は石炭別川の南側で，浅茅野ベーズン構造の東翼北部を占める。こ

の地区は昭和 16 年から北見鉱業株式会社浅茅野鉱業所によって採掘されたが，昭和

30 年に廃坑となった。宗谷夾炭層中に挾在する稼行価値の高い 4 番層，5 番層がかつ

て採掘された。

　また石炭別ベーズン構造の東翼中部 ( 本図幅地域の最北部 ) にも 4 枚の主要炭層がみ

られる。この区域はかつて九州鉱山株式会社によって小規模に採掘されたことがある。

　なお古第三系宇津内層群上部層の下部にも炭層が挾在し，これはかつて頓別炭砿お

よび宇津内炭砿によって小規模に稼行されたことがある。
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(Abstract)

GEOLOGY 

T h i s  s h e e t - m a p  a r e a  s i t u a t e d  i n  t h e  s o - c a l l e d  Te m p o k u  c o a l  f i e l d ,  

n o r t h e r n  H o k k a i d ō ,  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  l a t e  M e s o z o i c ,  Te r t i a r y  a n d  

Q u a t e r n a r y  r o c k s  w h i c h  a r e  m o s t l y  s e d i m e n t a r y,  a n d  o f  s e r p e n t i n i t e s ,  

w h i c h  i n t r u d e d  i n  l a t e  C r e t a c e o u s  o r  e a r l y  Te r t i a r y.   T h e  s t r a t i g r a p h i c  

s e q u e n c e  i s  s h o w n  i n  Ta b l e  1 .
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T h e  p r e s e n t  a r e a  i s  d i v i d e d  i n t o  t w o  t e c t o n i c  u n i t s ,  t h a t  i s ,  t h e  

e a s t e rn  K amuiko t an  an d  t he  wes t e rn  I sh ik a r i  ( f o lded  Cre t aceous -Te r t i a ry )  

z o n e s .  

T h e  f o r m e r  z o n e  i s  c h a r a c t e r i z e d  n o t  b y  t h e  K a m u i k o t a n  m e t a -

m o r p h i c s ,  a s  i t  i s  c o n c e a l e d  i n  t h i s  a r e a ,  b u t  b y  t h e  o c c u r r e n c e  o f  

s e r p e n t i n i t e  b o d i e s  a n d  t h e  S o r a c h i  g r o u p ,  a l t h o u g h  t h e  C r e t a c e o u s  a l s o  

e x t e n s i v e l y  d e v e l o p  t h e r e i n .   T h e  C r e t a c e o u s - Te r t i a r y  z o n e  i s  o c c u p i e d  

b y  t h e  C r e t a c e o u s  a n d  t h e  N e o g e n e  Te r t i a r y  f o r m i n g  t w o  b a s i n  s t r u c -

t u r e s .   O f  t h e  N e o g e n e ,  o n l y  t h e  Wa k k a n a i  f o r m a t i o n  o c c u r s  i n  t h e  

K a m u i k o t a n  z o n e  a s  w e l l  a s  i n  t h e  o t h e r  z o n e .   I t  i s  n o t e w o r t h y  t h a t  

t h e  P a l e o g e n e  f o r m a t i o n  i s  f o u n d  n o t  i n  t h e  C r e t a c e o u s - Te r t i a r y  z o n e  

b u t  i n  t h e  K a m u i k o t a n  z o n e .  

LATER MESOZOIC (JURASSIC-CRETACEOUS) 

T h e  S o r a c h i  g r o u p ,  i t s  l o w e r  a n d  u p p e r  l i m i t s  b e i n g  u n k n o w n ,  i s  

m a d e  u p  o f  s c h a l s t e i n  a n d  s a n d s t o n e  a n d  s h a l e ,  f r e q u e n t l y  s i l i c e o u s ,  

w i t h  a  s u b o r d i n a t e  c h e r t .   S c h a l s t e i n  d o m i n a t e s  i n  t h e  l o w e r  p a r t ,  

w h i l e  s a n d s t o n e  a n d  s h a l e  i n  t h e  u p p e r.   R a d i o l a r i a n  r e m a i n s  a r e  c o n -

t a i n e d  i n  s i l i c e o u s  r o c k s .   T h e  t h i c k n e s s  i s  e s t i m a t e d  t o  b e  m o r e  t h a n  

8 0 0  m .  

CRETACEOUS 

T h e  C r e t a c e o u s  f o r m a t i o n  i s  a  t h i c k  s e r i e s  o f  m a r i n e  s e d i m e n t s ,  

a n d  i s  l i t h o l o g i c a l l y  d i v i d e d  i n t o  t h e  L o w e r  Ye z o ,  M i d d l e  Ye z o ,  U p p e r  

Ye z o  a n d  H a k o b u c h i  g r o u p s  i n  a s c e n d i n g  o r d e r.  

T h e  L o w e r  Ye z o  g r o u p ,  l y i n g  o n  t h e  S o r a c h i  g r o u p  w i t h  u n c o n -

f o r m i t y ,  c r o p s  o u t  o n l y  i n  s o m e  d i s s e c t e d  s m a l l  a r e a s ,  a n d  c o n s i s t s  

m a i n l y  o f  s a n d s t o n e  a n d  l a m i n a t e d  s h a l e .   T h e  u p p e r  l i m i t  o f  t h e  

g r o u p  i s  n o t  o b s e r v a b l e  i n  t h e  a r e a .  

T h e  M i d d l e  Ye z o  g r o u p ,  a l t h o u g h  i t s  l o w e r  l i m i t  b e i n g  u n k n o w n ,  

i s  n o  l e s s  t h a n  1 ,  8 0 0  m  i n  t h i c k n e s s  a n d  s u b d i v i d e d  i n t o  n i n e  m e m b e r s .  

T h e  m a i n  p a r t  ( M l ~ M 6 ) ,  a b o u t  1 , 2 0 0 m  t h i c k ,  i s  c o m p o s e d  c h i e f l y  o f  

f i n e - g r a i n e d  d e p o s i t s  a c c o m p a n i e d  b y  s e v e r a l  c o m p a r a t i v e l y  t h i c k  b e d s
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o f  s a n d s t o n e  i n  i t s  l o w e r  p a r t .   T h e  u p p e r m o s t  p a r t  n a m e d  H o s h i n  

f o r m a t i o n  ( M 7 ~ M 9 ) ,  n e a r l y  6 0 0  m  t h i c k ,  i s  r i c h  i n  c o a r s e - g r a i n e d  

s e d i m e n t s .   C a l c a r e o u s  c o n c r e t i o n s  a n d  f o s s i l  r e m a i n s  a r e  v e r y  p o o r  

t h r o u g h o u t  t h e  g r o u p .   A s  t h e  i m p o r t a n t  f o s s i l s ,  a n  a m m o n i t e  S t o l i c -

z k a i a  i n d i c a t i n g  t h e  l a t e  A l b i a n -  e a r l y  C e n o m a n i a n  a g e ,  i s  f o u n d  i n  t h e  

l o w e s t .   T h e  g r o u p  p r o b a b l y  r a n g e s  f r o m  N e o m i y a k o a n  ( A l b i a n )  t o  

N e o g y l i a k i a n  ( Tu r o n i a n )  i n  a g e .  

T h e  U p p e r  Ye z o  g r o u p  i n c l u d i n g  s e v e n  m e m b e r s ,  s h o w s  a  c o m -

p a r a t i v e l y  r a p i d  c h a n g e  o f  r o c k - f a c i e s  t o  t h e  p r e c e d i n g  g r o u p  a n d  i s  

a l m o s t  1 , 4 0 0 m  i n  t h i c k n e s s .   T h e  m a i n  p a r t  ( U l ~ U 5 )  i s ,  a s  a  w h o l e ,  

ca lcareous  concre t ion-bear ing  f ine-gra ined  c las t ics  wi th  f requent  tuffaceous 

l a y e r s ,  a n d  i s  m u c h  f o s s i l i f e r o u s  t h r o u g h o u t .   T h e  t h i c k n e s s  i s  1 , 0 0 0 m  

o r  s o .   I n  t h e  u p p e r m o s t  p a r t  ( U 6 ~ U 7 ) ,  a b o u t  4 0 0 m  i n  t h i c k n e s s ,  

r o c k - f a c i e s  i s  t h e  s a m e  a s  i n  t h e  m a i n  p a r t ,  a l t h o u g h  i t  b e g i n s  w i t h  

r a t h e r  c o a r s e r - g r a i n e d  d e p o s i t s .   T h e  i m p o r t a n t  f o s s i l s  f r o m  t h e  m a i n  

p a r t  a r e  I n o c e r a m u s  u w a j i m e n s i s ,  I .  j a p o n i c a s  a n d  I .  n a u m a n n i .  

T h e  u p p e r m o s t  p a r t  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  t h e  o c c u r r e n c e  o f  I .  o r i e n t a l i s  

i n  i t s  l o w e r  a n d  I .  s c h m i d t i  i n  t h e  u p p e r .   C o n s e q u e n t l y ,  t h e  g r o u p  

i s  a s s i g n e d  t o  P a l e o u r a k a w a n  ( C o n i a c i a n )  - P a l e o h e t o n a i a n  ( C a m p a n i a n )  

i n  a g e .  

T h e  H a k o b u c h i  g r o u p ,  m e a s u r i n g  u p  t o  8 0 0 m  t h i c k ,  c o n t a i n s  f i v e  

m e m b e r s .   T h e r e  i s  a  r a p i d  c h a n g e  o f  r o c k - f a c i e s  b e t w e e n  t h e  g r o u p  

a n d  u n d e r l y i n g  U p p e r  Ye z o  g r o u p .   T h e  g r o u p  i s  t h e  d e p o s i t s  o f  l a r g e l y  

n e r i t i c  a n d  p a r t l y  l i t t o r a l  o r i g i n ,  a n d  p r e s e n t s  a  r e m a r k a b l e  v e r t i c a l  

c h a n g e  o f  r o c k - f a c i e s .   T h e  s e d i m e n t s  a r e  c o a r s e r - g r a i n e d  i n  t h e  l o w e r  

p a r t  t h a n  i n  t h e  u p p e r .   T h e y  a r e  m a i n l y  s a n d s t o n e  o f  v a r y i n g  c o a r s e -

n e s s  a n d  s i l t s t o n e ,  p a r t l y  s a n d y,  a c c o m p a n i e d  b y  a  s m a l l  a m o u n t  o f  

c o n g l o m e r a t e .   Tu f f a c e o u s  l a y e r s  a r e  f r e q u e n t  r a t h e r  i n  t h e  u p p e r  p a r t  

o f  t h e  g r o u p .   M o l l u s c a n  r e m a i n s  a r e  c o n t a i n e d  t h r o u g h o u t .   O f  t h e  

e n c l o s e d  f o s s i l s ,  I n o c e r a m u s  o r i e n t a l i s  i s  i m p o r t a n t  i n  t h e  l o w e r ,  a n d  

I .  s h i k o t a n e n s i s  a n d  I .  ( ? )  a w a j i e n s i s  i n  t h e  u p p e r .   S u c h  c h a r a c t e -

r i s t i c  f o s s i l s  t h e r e f o r e  c o r r e l a t e  t h e  p r e s e n t  g r o u p  t o  t h e  P a l e o h e t o n a i a n -

N e o h e t o n a i a n  ( C a m p a n i a n - M a e s t r i c h t i a n )  s t a g e s .
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T h e  s e r p e n t i n i t e s  i n t r u d e  i n t o  t h e  S o r a c h i  g r o u p  a n d  C r e t a c e o u s  

f o r m a t i o n  i n  t h e  f o r m s  o f  b e l t - l i k e  b o d i e s ,  r u n n i n g  f r o m  n o r t h  t o  s o u t h .  

T h r o u g h o u t  t h e  s e r p e n t i n i t e  m a s s e s ,  r o d i n g i t i c  a n d  g a b b r o i c  r o c k s  a n d  

a m p h i b o l i t e  a r e  c o n t a i n e d  a s  x e n o l i t h s ,  w h i l e  m i c r o - d i o r i t e  a s  a  g r e a t  

a m o u n t  o f  d i k e s .   T h e  s e r p e n t i n i t e  o w e s  i t s  i n t r u s i o n  f o r  a  g r e a t  

t e c t o n i c  m o v e m e n t  n e a r  t h e  c l o s e  o f  t h e  C r e t a c e o u s  o r  t h e  b e g i n n i n g  o f  

t h e  Te r t i a r y.  

TERTIARY 

Paleogene Tertiary  

T h e  U t s u n a i  g r o u p  c o v e r s  t h e  C r e t a c e o u s  H a k o b u c h i  g r o u p  w i t h -

u n c o n f o r m i t y  b y  t h e  b a s a l  f a c i e s  o f  f o s s i l i f e r o u s  g l a u c o n i t i c  r o c k s ,  a n d  

i t  i s  c o m p o s e d  o f  m u d s t o n e  w h i c h ,  i n  t u r n ,  i s  s u c c e e d e d  b y  s a n d s t o n e  

o f  m a r i n e  o r i g i n  a n d  e n d s  w i t h  n o n - m a r i n e  s e d i m e n t s  c o n s i s t i n g  o f  

a l t e r n a t i o n  o f  s a n d s t o n e  a n d  m u d s t o n e  w i t h  a  l i t t l e  c o a l  s e a m .   S o m e  

d o m i n a n t  f o s s i l s  o f  f o r a m i n i f e r a  a n d  b i v a l v e  s u c h  a s  B u l m i n a  e z o e n s i s ,  

A c i l a  p i c t u r a t a  a n d  s o  f o r t h  f r o m  t h e  b a s a l  p a r t  r e f e r  t h e  g r o u p  t o  

t h e  O l i g o c e n e  P o r o n a i  s e r i e s .  

Neogene Tertiary  

I t  i n c l u d e s  t h e  M i o c e n e  a n d  P l i o c e n e  s e r i e s  t h r o u g h o u t  a n d  i s  

d i v i d e d  i n t o  s e v e n  f o r m a t i o n s  a s  s h o w n  i n  Ta b l e  1 ,  a l l  o f  w h i c h  a r e  

m a r i n e  d e p o s i t s ,  e x c l u s i v e  o f  t h e  l o w e s t  n o n - m a r i n e  S o y a  c o a l - b e a r i n g  

f o r m a t i o n  a n d  t h e  u p p e r m o s t  l i t t o r a l  S a r a b e t s u  f o r m a t i o n .  

T h e  Soya coal-bearing formation  c o v e r i n g  t h e  C r e t a c e o u s  r o c k  w i t h  

u n c o n f o r m i t y  i s  n e a r l y  3 0 0 - 4 5 0 m  i n  t h i c k n e s s .   I t  i s  c o m p o s e d  o f  

s a n d s t o n e  a n d  s i l t s t o n e  w i t h  s u b o r d i n a t e  c o n g l o m e r a t e  a n d  t u f f .   S a n d -

s t o n e  p l a y s  t h e  r o l e  i n  t h e  l o w e r  p a r t ,  w h i l e  s i l t s t o n e  i n  t h e  m i d d l e  

a n d  u p p e r  p a r t s .   T h e  b a s a l  p a r t  i s  o c c u p i e d  b y  p r e d o m i n a n t  c o n g l o m -

e r a t e  a t  s e v e r a l  p l a c e s .   C o a l  s e a m s  c o n t a i n i n g  p l a n t  r e m a i n s  a r e  

f r e q u e n t l y  i n t e r c a l a t e d  i n  b o t h  t h e  m i d d l e  a n d  u p p e r  p a r t s .  

T h e  On is h ib e t s u  f orm at io n  l i e s  d i s c o n f o r m a b l y  o n  t h e  p r e c e d i n g
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f o r m a t i o n  a n d  i s  a b o u t  1 0 0  t o  2 5 0  m  t h i c k .   I t  b e g i n s  w i t h  c o n g l o m e -

r a t i c  s a n d s t o n e ,  s u c c e e d e d  b y  s a n d s t o n e ,  p a r t l y  g l a u c o n i t i c ,  i n t e r c a l a t i n g 

a  s u b o r d i n a t e  a m o u n t  o f  s i l t s t o n e .   M a r i n e  m o l l u s c a n  f o s s i l s  a r e  f o u n d  

i n  a  r a t h e r  g r e a t  a m o u n t ,  e s p e c i a l l y  i n  t h e  l o w e r  p a r t .  

T h e  Masuporo  format ion ,  s u p e r j a c e n t  c o n f o r m a b l y  t o  t h e  O n i s h i -

b e t s u  f o r m a t i o n  i s  s t a r t e d  w i t h  t u f f a c e o u s  s a n d s t o n e  a n d  c o m p o s e d  o f  

c o n g l o m e r a t e ,  s a n d s t o n e  a n d  m u d s t o n e  i n  i r r e g u l a r  c y c l i c  a l t e r n a t i o n s  

t h r o u g h o u t .   N o  f o s s i l s  e x c l u s i v e  o f  f e w  f o r a m i n i f e r a  a r e  f o u n d .   T h e  

t h i c k n e s s  i s  e s t i m a t e d  t o  b e  n o  l e s s  t h a n  6 0 0  m  t o  9 0 0  m .   F r o m  t h e  

r o c k - f a c i e s  a n d  s t r a t i g r a p h i c  p o s i t i o n ,  t h i s  f o r m a t i o n  i s  e q u i v a l e n t  t o  

t h e  K a w a b a t a  f o r m a t i o n  i n  t h e  I s h i k a r i  c o a l  f i e l d .  

T h e  Wakkanai  format ion  i s  u n d e r l a i n  b y  t h e  p r e c e d i n g  f o r m a t i o n  

w i t h  u n c o n f o r m i t y  i n  t h e  w e s t ,  o n  t h e  o t h e r  h a n d  b y  t h e  C r e t a c e o u s  

i n  t h e  e a s t .   T h e  p r e s e n t  f o r m a t i o n  i s  m o r e  t h a n  3 0 0  m  i n  t h i c k n e s s ,  

a n d  c h a r a c t e r i z e d  b y  c o n c r e t i o n a r y  h a r d  s h a l e ,  p a r t l y  s i l i c e o u s ,  w i t h  a  

s m a l l  a m o u n t  o f  s a n d s t o n e  w h i c h  i s  r a t h e r  f r e q u e n t  i n  t h e  l o w e s t  p a r t .  

A l t h o u g h  m o l l u s c s  a r e  v e r y  s c a r c e ,  f i s h  s c a l e  a n d  f o r a m i n i f e r a  a r e  

f r e q u e n t l y  f o u n d .  

T h e  K o i t o i  f o r m a t i o n ,  i t s  t h i c k n e s s  r a n g i n g  f r o m  5 0 0 m  i n  t h e  

n o r t h  t o  3 5 0 m  i n  t h e  s o u t h ,  c o v e r s  t h e  Wa k k a n a i  f o r m a t i o n  w i t h  

c o n f o r m i t y.   I t  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  m a s s i v e  t u f f a c e o u s  s i l t s t o n e ,  s a n d y  

i n  t h e  u p p e r m o s t .   N o t  f e w  f o r a m i n i f e r a n  f o s s i l s  a r e  c o n t a i n e d  i n  t h e  

f o r m a t i o n ,  t h o u g h  m o l l u s c s  a r e  r a t h e r  s c a r c e .  

T h e  Yuchi  formation  s u c c e e d i n g  c o n f o r m a b l y  t o  t h e  K o i t o i  f o r m a -

t i o n ,  i s  m a d e  u p  c h i e f l y  o f  l e s s  c o n s o l i d a t e d  s a n d s t o n e  w i t h  a  l i t t l e  

s i l t s t o n e  a n d  t u f f  i n  t h e  l o w e r  p a r t .   T h e  l o w e r  h a l f  o f  t h e  f o r m a t i o n  

i s  r i c h  i n  m o l l u s c a n  r e m a i n s .   T h e  t h i c k n e s s  i s  2 5 0 m  o r  s o .  

T h e  S a r a b e t s u  f o r m a t i o n ,  m o r e  t h a n  3 0 0 m  t h i c k ,  c o v e r s  t h e  

p r e c e d i n g  f o r m a t i o n  w i t h  d i s c o n f o r m i t y ,  w h i l e  o v e r l a p s  t h e  K o i t o i  

f o r m a t i o n  t o  t h e  e a s t .   T h e  d e p o s i t s  a r e  l e s s  c o n s o l i d a t e d  a s  i s  t h e  

c a s e  i n  t h o s e  o f  t h e  Yu c h i  f o r m a t i o n  a n d  c o m p o s e d  o f  c r o s s - l a m i n a t e d  

s a n d s t o n e  a n d  s i l t s t o n e ,  o f  w h i c h  t h e  f o r m e r  a r e  d o m i n a n t  i n  t h e  

l o w e r  a n d  u p p e r  p a r t s ,  w h i l e  t h e  l a t t e r  i n  t h e  m i d d l e .   B o t h  m a r i n e
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and  b rack i sh  mo l lu scan  r ema ins  t oge the r  w i th  l i gn i t e  s eams  a re  con ta ined 

i n  t h e  f o r m a t i o n .  

S o m e  d y k e s  o f  a n d e s i t i c  r o c k  a n d  d o l e r i t e  c r o p  o u t  i n  t h e  S o y a  

c o a l - b e a r i n g  f o r m a t i o n  i n  t h e  n o r t h w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a .   T h e i r  

a g e  o f  i n t r u s i o n  i s  p r o b a b l y  l a t e s t  Te r t i a r y.  

QUATERNARY 

I t  i n c l u d e s  t e r r a c e  d e p o s i t s  a n d  a l l u v i u m .   T h e  t e r r a c e  d e p o s i t s  

a r e  g e n e r a l l y  d i v i d e d  i n t o  f o u r  o n e s  c o v e r i n g  t e r r a c e s  o f  8 0 - 6 0 ,  6 0 - 4 0 ,  

4 0 - 2 0 ,  a n d  1 0  m  h i g h ,  r e s p e c t i v e l y .   T h e  s e d i m e n t s  a r e  o f  m a r i n e ,  

l a c u s t r i n e  o r  f l u v i a t i l e  o r i g i n  a n d  c o m p o s e d  o f  s a n d ,  g r a v e l  a n d  c l a y.  

T h e  a l l u v i u m  c o n s i s t s  o f  s a n d ,  g r a v e l ,  c l a y  a n d  p e a t .  

GEOLOGICAL STRUCTURE 

A l t h o u g h  a  t e c t o n i c  m o v e m e n t  a c c o m p a n i e d  b y  t h e  i n t r u s i o n  o f  

s e r p e n t i n i t e  t o o k  p l a c e  n e a r  t h e  c l o s e  o f  C r e t a c e o u s  a g e  o r  t h e  b e g i n -

n i n g  o f  Te r t i a r y  a g e ,  t h e  f u n d a m e n t a l s  o f  g e o l o g i c a l  s t r u c t u r e  s h o w n  i n  

t h e  C r e t a c e o u s  d e p o s i t s  a n d  i n  t h e  Te r t i a r y  d e p o s i t s  l o w e r  t h a n  t h e  

Wa k k a n a i  f o r m a t i o n  o r i g i n a t e d  f r o m  a  s e v e r e  t e c t o n i c  m o v e m e n t  o f  

l a t e  M i o c e n e  i n  a g e .   A n d  t h e n ,  s e v e r a l  r e p e a t e d  m o v e m e n t s  a f f o r d e d  

s o m e  d e f o r m a t i o n  o n  t h e  a b o v e - m e n t i o n e d  f o r m a t i o n s  a n d  t h e  y o u n g e r  

N e o g e n e .  

To  t h e  e a s t e r n  p a r t  o f  t h e  p r e s e n t  a r e a  i n c l u d e d  i n  t h e  K a m u i k o t a n  

z o n e ,  c h a r a c t e r i s t i c  a r e  t e c t o n i c  e l e m e n t s ,  t h a t  i s ,  f o l d i n g s  a n d  f a u l t s  

w i t h  t h e  t r e n d  o f  N - S .   W h i l e  t h e  w e s t e r n  p a r t ,  i n c l u d e d  i n  t h e  f o l d e d  

C r e t a c e o u s - Te r t i a r y  z o n e ,  c o n t a i n s  t w o  N e o g e n e  b a s i n  s t r u c t u r e s  o r i g i -

n a t i n g  f r o m  t h e  d e f o r m a t i o n  a c c o m p a n i e d  b y  t e c t o n i c  t r e n d  o f  N W- S E .  

I t  i s  n o t i c e a b l e  t h a t  t h e  c e n t r a l  p a r t  p r e s e n t s  t h e  s a m e  s t r u c t u r e  a s  t h e  

e a s t e r n  p a r t  m e n t i o n e d  a b o v e ,  o n  t h e  o t h e r  h a n d  t h e r e  i s  p r o m i n e n t  

t e c t o n i c  t r e n d  o f  N E - S W,  e s p e c i a l l y  i n  t h e  w e s t  h a l f .  

T h e  C r e t a c e o u s  d e p o s i t s  i n  t h e  a r e a  s h o w  a  t e c t o n i c  g a p  r e m a r k a b l y  

t o  t h e  Te r t i a r y  u p p e r  t h a n  t h e  M a s u p o r o  f o r m a t i o n ,  b u t  n o n e  t o  t h e  

o l d e r  N e o g e n e .   T h e  s t r a t a ,  g e n e r a l l y  s p e a k i n g ,  f o r m  a  l a r g e - s c a l e
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a n t i c l i n o r i u m  s t r u c t u r e  w i t h  t h e  g e n e r a l  t r e n d  o f  N - S ,  p r o t r u d i n g  a n

a n t i c l i n a l  s t r u c t u r e  o f  N W- S E  d i r e c t i o n  i n  t h e  n o r t h w e s t .  

T h e  U t s u n a i  g r o u p  a f f o r d s  a  b a s i n  s t r u c t u r e  i n  h a r m o n y  w i t h  t h e  

s t r u c t u r e  o f  t h e  C r e t a c e o u s  d e p o s i t s .   O f  t h e  N e o g e n e ,  t h e  S o y a  c o a l -

b e a r i n g  f o r m a t i o n  t o g e t h e r  w i t h  t h e  O n i s h i b e t s u  a n d  M a s u p o r o  f o r m a -

t i o n s  f o r m s  t w o  b a s i n  s t r u c t u r e s  w i t h  t h e  t r e n d  o f  N W - S E  i n  t h e  

w e s t e r n  p a r t .   A n o t h e r  b a s i n  s t r u c t u r e ,  c o n s t r u c t e d  b y  t h e  y o u n g e r  

N e o g e n e  s u c c e e d i n g  t o  t h e  M a s u p o r o  f o r m a t i o n ,  i s  f o u n d  i n  t h e  

s o u t h w e s t e r n  p a r t .   I n  t h e  n o r t h e a s t e r n  p a r t ,  t h e  Wa k k a n a i  f o r m a t i o n  

s h o w s  m o n o c l i n a l  s t r u c t u r e  i n  c o n t r a s t  w i t h  t h e  c o n t o r t e d  s t r u c t u r e  o f  

t h e  C r e t a c e o u s .  

ECONOMIC GEOLOGY 

P l a c e r  d e p o s i t s  o f  c h r o m i t e  a s s o c i a t e d  w i t h  p l a t i n u m ,  w h i c h  a r e  

d e r i v e d  f r o m  s e r p e n t i n i t e  b o d i e s  a r e  m a i n l y  f o u n d  t h r o u g h  t h e  D i l u v i u m

d e v e l o p e d  a l o n g  t h e  To i k a m b e t s u  r i v e r .   T h e y  a r e  h o w e v e r  n o t  u n d e r  

w o r k i n g  n o w  b e c a u s e  o f  s m a l l  s c a l e .  

C o a l  s e a m s  a r e  m e t  w i t h  f r e q u e n t l y  i n  t h e  N e o g e n e  S o y a  c o a l -  

b e a r i n g  f o r m a t i o n  a n d  m o r e o v e r  i n  t h e  P a l e o g e n e  U t s u n a i  f o r m a t i o n  

i n  a  s m a l l  a m o u n t .   T h e  c o a l s  a r e  o f  s u b b i t u m i n o u s  t o  l i g n i t e  r a n k  a n d  

a b o u t  4 , 5 0 0  t o  5 , 5 0 0  i n  c a l o r i f i c  v a l u e .   O f  t h e s e  c o a l  s e a m s ,  t h o s e  o f  

t h e  S o y a  c o a l - b e a r i n g  f o r m a t i o n  a r e  n o w  u n d e r  w o r k i n g  o n l y  a t  t h e  

n o r t h w e s t  o f  t h e  To i k a m b e t s u  v a l l e y.
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